
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
二
十
四
号

漁
船
検
査
規
則

漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
二

十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
き
、
漁
船
検
査
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。
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）

第
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設
備
（
第
二
十
条―
第
二
十
四
条
）

第
五
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電
気
設
備

第
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節
　
直
流
発
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機
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第
二
十
五
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第
二
十
八
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）

第
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直
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第
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第
三
十
一
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一
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の
四
）

第
四
節
　
交
流
電
動
機
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第
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十
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一
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）

第
五
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変
圧
器
（
第
三
十
一
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第
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）
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節
　
配
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盤
（
第
三
十
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第
三
十
四
条
）

第
六
章
　
航
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測
器
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第
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磁
気
コ
ン
パ
ス
（
第
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十
五
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八
条
）

第
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節
　
舶
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第
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節
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気
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計
（
第
四
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二
条―
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四
条
）

第
四
節
　
船
内
時
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（
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第
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十
条
）

附
則

第
一
章
　
船
体

第
一
条
　
漁
船
の
船
体
は
、
他
船
若
し
く
は
岸
壁
と
の
激

し
い
接
触
又
は
漁
具
の
衝
撃
に
耐
え
る
よ
う
堅
ろ
う

で
、
且
つ
、
強
固
で
あ
り
、
各
部
の
縦
強
度
及
び
横
強

度
が
そ
れ
ぞ
れ
著
し
く
不
連
続
で
な
く
、
そ
の
縦
強
度

と
横
強
度
と
が
著
し
く
不
つ
り
合
い
で
な
い
よ
う
な
構

造
の
も
の
で
あ
つ
て
、
動
力
漁
船
（
長
さ
七
十
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
及
び
排
水
量
が
長
さ
と
幅
と
深
さ
の
相

乗
積
に
比
し
て
著
し
く
少
な
い
も
の
を
除
く
。
）
に
あ

つ
て
は
次
条
か
ら
第
六
条
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ

て
に
適
合
す
る
も
の
、
そ
の
他
の
漁
船
に
あ
つ
て
は
そ

の
装
備
及
び
性
能
が
そ
の
従
事
す
る
漁
業
の
種
類
又
は

用
途
に
応
じ
適
当
で
あ
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

第
二
条
　
削
除

（
一
般
配
置
）

第
三
条
　
船
体
の
一
般
配
置
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す

る
。

一
　
魚
そヽ
うヽ
、
氷
そヽ
うヽ
、
活
魚
そヽ
うヽ
、
燃
料
油
そヽ
うヽ
、

清
水
そヽ
うヽ
、
乗
組
員
の
居
室
、
まヽ
かヽ
なヽ
いヽ
室
そ
の
他

の
区
画
及
び
推
進
機
関
、
機
器
、
漁
ろヽ
うヽ
設
備
そ
の

他
の
設
備
の
大
き
さ
及
び
位
置
が
従
事
す
る
漁
業
の

種
類
又
は
用
途
に
対
し
適
当
な
重
心
位
置
、
きヽ
つヽ
水

及
び
ト
リ
ム
を
有
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
乗
組
員
の
居
室
及
び
まヽ
かヽ
なヽ
いヽ
室
等
が
安
全
且
つ

衛
生
的
な
場
所
に
配
置
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
の
室

に
は
通
風
及
び
採
光
の
十
分
な
天
窓
又
は
明
り
取

り
、
通
風
管
並
び
に
乗
組
員
の
衛
生
に
必
要
な
設
備

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
長
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
あ
つ
て
は
上

甲
板
が
、
そ
の
他
の
漁
船
に
あ
つ
て
は
機
関
室
の
部

分
に
水
密
構
造
の
甲
板
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
甲
板
を
備
え
る
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
甲
板
上
の
諸

構
造
物
が
風
圧
を
受
け
る
面
積
を
少
く
す
る
よ
う
に

造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
上
甲
板
を
備
え
る
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
上
甲
板
に

達
す
る
支
水
隔
壁
が
鋼
製
漁
船
及
び
り
ゆ
う
骨
、
外

板
そ
の
他
の
船
体
の
主
要
部
分
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス

繊
維
を
熱
硬
化
性
樹
脂
を
用
い
て
積
層
す
る
こ
と
に

よ
り
成
型
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使

用
す
る
漁
船
（
以
下
「
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
漁
船
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
機
関
室
の
前
部
及
び
後
部
に
、
木
製
漁

船
に
お
い
て
は
機
関
室
の
前
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

（
鋼
製
漁
船
及
び
木
製
漁
船
の
船
体
の
構
造
）

第
四
条
　
鋼
製
漁
船
及
び
木
製
漁
船
の
船
体
の
構
造
の
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
敷
を
用
い
る
木
製
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
敷
の
各
はヽ

ぎヽ
材
が
ろヽ
くヽ
骨
の
中
間
で
たヽ
たヽ
きヽ
くヽ
ぎヽ
で
相
互
に
固

着
さ
れ
て
あ
り
、
且
つ
、
ろヽ
くヽ
根
材
と
敷
と
が
敷
の

両
側
端
及
び
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
心
距

で
たヽ
たヽ
きヽ
くヽ
ぎヽ
で
固
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
木
製
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
機
関
台
が
す
べ
て

機
関
室
の
長
さ
と
同
一
又
は
そ
れ
以
上
の
長
さ
を
有

す
る
一
材
の
堅
材
又
は
鋼
材
で
造
ら
れ
て
あ
り
、
且

つ
、
木
製
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ろヽ
くヽ
骨
一
本
に
つ

き
交
互
に
一
箇
と
二
箇
（
推
進
機
関
の
計
画
出
力
と

計
画
総
ト
ン
数
と
の
比
が
二
・
九
五
を
超
え
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
ろヽ
くヽ
骨
ご
と
に
二
箇
）
の
ボ
ル
ト

で
ろヽ
くヽ
骨
に
固
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
木
製
漁
船
で
あ
つ
て
推
進
機
関
の
計
画
出
力
が
計

画
総
ト
ン
数
に
比
し
過
大
な
も
の
又
は
推
進
機
関
の

種
類
若
し
く
は
型
式
に
よ
り
大
き
な
振
動
が
生
ず
る

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
若
し
く
は
機
関
台
の
高
さ
が
相

当
高
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
外
側
に
ひヽ
じヽ
材
を

設
け
、
こ
れ
が
機
関
台
と
ろヽ
くヽ
骨
と
に
ボ
ル
ト
で
固

着
さ
れ
て
い
る
か
又
は
そ
の
他
の
有
効
な
振
動
防
止

方
法
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
木
製
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
機
関
室
底
部
の
ろヽ
くヽ
根

材
が
推
進
機
関
の
荷
重
に
耐
え
る
よ
う
に
、
単
材
式

の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
と
同
一
寸
法
以
上
の
添

材
で
補
強
さ
れ
て
あ
り
、
二
材
合
式
の
も
の
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
一
材
の
寸
法
が
適
当
に
増
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
但
し
、
推
進
機
関
の
計
画
出
力
が
百
十
キ

ロ
ワ
ツ
ト
以
下
で
あ
り
、
且
つ
、
計
画
総
ト
ン
数
の

二
・
九
五
倍
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

五
　
上
甲
板
を
備
え
る
木
製
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
操
だヽ

室
そ
の
他
の
甲
板
室
の
周
壁
が
そ
の
四
隅
及
び
一
・

二
メ
ー
ト
ル
以
内
の
心
距
で
そ
の
室
の
頂
部
か
ら
上

甲
板
りヽ
よヽ
うヽ
の
下
面
ま
で
貫
通
す
る
適
当
な
太
さ
の

ボ
ル
ト
で
固
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
船
尾
の
船
底
が
扁
平
な
木
製
漁
船
に
あ
つ
て
は
、

各
げヽ
んヽ
に
お
い
て
船
尾
材
、
船
尾
てヽ
んヽ
材
又
は
だヽ
柱

材
に
ひヽ
じヽ
材
が
取
り
付
け
ら
れ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
と

内
部
縦
通
材
及
び
船
尾
ろヽ
くヽ
骨
が
たヽ
たヽ
きヽ
くヽ
ぎヽ
で
固

着
さ
れ
、
だヽ
頭
管
の
後
部
か
ら
船
尾
端
に
至
る
間

に
げヽ
んヽ
側
に
達
す
る
長
さ
の
船
尾
特
別
横
翼
材
が
設

け
ら
れ
、
こ
れ
と
船
尾
縦
翼
材
、
内
部
わヽ
んヽ
曲
部
縦

通
材
及
び
船
尾
ろヽ
くヽ
骨
が
たヽ
たヽ
きヽ
くヽ
ぎヽ
で
固
着
さ
れ

て
あ
り
、
且
つ
、
ひヽ
じヽ
材
及
び
船
尾
特
別
横
翼
材
の

間
隔
が
船
尾
縦
翼
材
に
沿
つ
て
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

内
で
あ
る
こ
と
。

七
　
まヽ
きヽ
網
漁
船
、
底
びヽ
きヽ
網
漁
船
そ
の
他
げヽ
んヽ
側
を

摩
耗
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
げヽ
んヽ

側
を
保
護
す
る
た
め
の
防
げヽ
んヽ
材
が
取
り
付
け
ら
れ

て
あ
り
、
外
板
の
継
目
が
累
接
の
鋼
製
漁
船
に
あ
つ

て
は
、
網
、
綱
及
び
外
板
の
継
目
を
保
護
す
る
に
適

当
な
半
丸
鋼
材
が
外
板
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

八
　
ばヽ
くヽ
露
甲
板
、
張
出
甲
板
又
は
つヽ
りヽ
台
が
排
水
の

容
易
な
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

九
　
推
進
器
と
鋼
製
漁
船
及
び
木
製
漁
船
の
船
体
と
の

間
げ
き
が
、
推
進
性
能
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
十
分

広
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
　
木
製
漁
船
で
あ
つ
て
、
そ
の
有
す
る
一
の
魚
そ
う

の
長
さ
が
船
の
長
さ
の
五
分
の
二
を
超
え
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め
に
当
該
魚

そ
う
の
中
に
ピ
ラ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
漁
船
の
船
体
の
材
料
及
び
構
造
）

第
四
条
の
二
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
漁
船
の
船
体
の
材
料
及
び
構
造

の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
積
層
に
使
用
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
繊
維
は
、

十
分
に
乾
燥
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
積
層
に
使
用
さ
れ
る
熱
硬
化
性
樹
脂

は
、
直
射
日
光
、
熱
等
に
よ
り
変
質
し
て
お
ら
ず
、

か
つ
、
そ
の
熱
硬
化
特
性
が
積
層
工
事
を
施
行
す
る

際
の
温
度
、
湿
度
等
の
環
境
条
件
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
土
、
じ
ん
あ
い
、
気
泡
等
そ
の
強
度

を
損
な
う
も
の
が
混
入
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
は
く

離
、
含
浸
不
良
、
樹
脂
欠
乏
、
樹
脂
過
多
、
ヘ
ヤ
ク

ラ
ツ
ク
、
白
化
、
硬
化
不
良
等
の
欠
陥
の
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

四
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
船
体
の
各
部
分
に
応
じ
て
必
要
な
強

度
を
保
持
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
適
当

な
厚
さ
を
有
し
、
か
つ
、
適
当
な
ガ
ラ
ス
繊
維
含
有

率
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
含
ま
れ
る
ガ
ラ
ス
繊
維
織
物
及
び
ガ

ラ
ス
マ
ツ
ト
の
重
量
比
を
い
う
。
）
を
有
す
る
も
の

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
船
体
各
部
分
の
相
互
間
に
お

い
て
そ
の
厚
さ
及
び
強
度
に
連
続
性
が
保
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

五
　
り
ゆ
う
骨
、
外
板
そ
の
他
の
船
体
の
主
要
部
分
に

使
用
さ
れ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
ガ
ラ
ス
繊
維
に
占
め
る
ガ

ラ
ス
繊
維
織
物
の
重
量
が
ガ
ラ
ス
繊
維
の
総
重
量
の

三
分
の
一
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
船

体
の
主
要
部
分
に
お
い
て
増
厚
の
た
め
使
用
さ
れ
る

Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

六
　
り
ゆ
う
骨
、
外
板
そ
の
他
の
船
体
の
主
要
部
分
に

使
用
さ
れ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
ガ
ラ
ス
繊
維
の
継
手
の
端

部
と
隣
接
す
る
継
手
の
端
部
と
が
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
避
距
し
、
ガ
ラ
ス
繊
維
織
物
に
あ
つ
て
は
五
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ガ
ラ
ス
マ
ツ
ト
に
あ
つ
て
は

四
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
船
体
の
主
要
部
分
の
端
部
に
お
い

て
使
用
さ
れ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

七
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
接
着
し
、
又
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
被
覆
さ
れ
る

木
材
及
び
合
板
は
、
節
、
腐
れ
等
の
欠
陥
が
な
く
、

か
つ
、
十
分
に
乾
燥
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
積
層

に
使
用
さ
れ
る
熱
硬
化
性
樹
脂
の
硬
化
性
及
び
接
着

性
を
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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八
　
り
ゆ
う
骨
、
外
板
そ
の
他
の
船
体
の
主
要
部
分
に

お
い
て
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
接
着
し
、
又
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
被
覆
さ

れ
る
合
板
は
、
普
通
合
板
の
日
本
農
林
規
格
に
よ
り

一
類
に
格
付
さ
れ
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

品
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
切
断
面
及
び
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
貫
通
す
る
ボ
ル

ト
孔
等
に
は
、
合
成
樹
脂
で
被
覆
す
る
等
適
当
な
防

水
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
面
上
の
甲
板
機
器
及
び
漁
ろ
う
機
械
等
の

取
付
部
分
は
、
鋼
材
、
木
材
そ
の
他
の
適
当
な
材
料

で
十
分
に
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一
　
ま
き
網
漁
船
、
底
び
き
網
漁
船
そ
の
他
げ
ん
側

を
磨
耗
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
げ

ん
側
を
保
護
す
る
た
め
の
防
げ
ん
材
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

十
二
　
ば
く
露
甲
板
、
張
出
甲
板
又
は
つ
り
台
が
排
水

の
容
易
な
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
三
　
推
進
器
と
船
体
と
の
間
げ
き
が
推
進
性
能
を
よ

く
す
る
た
め
に
十
分
広
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
装
備
）

第
五
条
　
船
体
の
装
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
暴
露
甲
板
上
に
設
け
る
諸
開
口
に
は
、
完
全
な
防

水
蓋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
直
接
に
波
を
受
け
る
場
所
に
設
け
ら
れ
る
出
入
口

に
は
、
防
水
戸
及
び
波
を
防
ぐ
に
足
る
高
さ
の
下
部

縁
材
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
長
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
あ
つ
て
は
、

暴
露
甲
板
上
の
機
関
室
囲
壁
に
出
入
口
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
。

三
の
二
　
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
あ
つ

て
は
、
機
関
室
か
ら
、
二
以
上
の
径
路
に
よ
り
開
放

さ
れ
た
場
所
ま
で
脱
出
で
き
る
よ
う
に
出
入
口
、
通

路
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
漁
獲
物
を
水
氷
漬
と
し
、
又
は
ば
ら
積
み
と
す
る

こ
と
が
あ
る
魚
倉
（
縦
二
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
か

つ
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）

に
は
、
動
揺
に
よ
る
魚
類
の
移
動
を
防
ぐ
に
適
当
な

挿
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
自
然
換
水
の
活
魚
倉
に
は
、
十
分
に
換
水
で
き
る

換
水
孔
が
あ
り
、
こ
れ
に
堅
固
な
枠
及
び
迅
速
確
実

に
開
閉
で
き
る
栓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
魚
倉
及
び
氷
倉
の
内
部
に
は
、
区
画
ご
と
に
排
水

装
置
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
装
置
が
手
動
式
の
も
の
に

あ
つ
て
は
、
上
甲
板
上
で
操
作
さ
れ
る
こ
と
。

七
　
長
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁
船
に
あ
つ
て
は
、

機
動
式
揚
び
よ
う
機
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七
の
二
　
機
動
式
操
舵
装
置
を
備
え
る
漁
船
に
あ
つ
て

は
、
当
該
操
舵
装
置
に
故
障
が
生
じ
た
場
合
に
こ
れ

を
自
動
的
に
表
示
し
、
警
報
す
る
装
置
及
び
応
急
操

舵
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

八
　
網
又
は
綱
を
使
用
す
る
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ

ら
を
容
易
に
操
作
す
る
に
適
当
な
滑
車
、
綱
巻
車
、

特
殊
ボ
ラ
ー
ド
又
は
ガ
ロ
ー
ス
等
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

九
　
捕
鯨
船
の
捕
鯨
砲
及
び
発
条
緩
衝
器
又
は
米
国
式

か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
ま
き
網
漁
船
の
廻
転
網
台
等
が
操

業
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
た
め
に
荷
重
が
大
で
あ
る
箇
所
が
強
固
に
補
強
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

十
　
漁
ろ
う
機
械
の
動
力
伝
導
装
置
の
伝
導
軸
が
な
る

べ
く
屈
曲
を
避
け
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
水
防
壁
を

貫
通
し
て
い
る
箇
所
に
は
、
水
防
て
ん
座
が
設
け
ら

れ
て
あ
り
、
暴
露
甲
板
に
設
け
ら
れ
て
い
る
部
分
に

は
覆
い
が
付
け
ら
れ
て
あ
り
、
当
該
部
分
の
軸
受
が

球
入
又
は
転
子
入
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
軸
受

に
防
水
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一
　
散
水
管
、
清
水
管
、
甲
板
洗
浄
管
、
排
水
管
、

汚
水
管
等
の
諸
管
が
急
激
な
屈
曲
を
避
け
る
よ
う
に

配
置
さ
れ
、
か
つ
、
船
体
に
強
固
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

十
二
　
前
号
の
諸
管
で
あ
つ
て
船
底
部
及
び
魚
倉
又
は

氷
倉
の
防
熱
設
備
の
内
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
亜
鉛
め
つ
き
又
は
防
食
処
置
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

十
三
　
か
ま
ど
、
ス
ト
ー
ブ
、
煙
突
等
に
接
近
し
て
い

る
た
め
燃
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
木
製
及
び
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

の
天
井
、
側
壁
、
床
等
の
部
分
に
は
金
属
板
を
張
る

等
適
当
な
燃
焼
予
防
処
置
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
六
条
　
船
体
の
性
能
は
、
速
力
試
験
、
後
進
及
び
前
進

試
験
、
操
舵
試
験
、
旋
回
力
試
験
、
連
続
航
走
試
験
、

最
低
速
試
験
、
ク
ラ
ッ
チ
か
ん
脱
試
験
及
び
重
心
査
定

試
験
並
び
に
振
動
状
況
、
船
首
揺
動
及
び
副
漁
具
（
漁

具
を
操
作
す
る
機
械
装
置
を
い
う
。
）
の
作
動
状
況
に

よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
試
験
は
、
当
該
漁
船
の
状
態

を
試
験
状
態
（
試
験
に
必
要
な
人
員
、
器
具
、
消
耗
物

資
及
び
ト
リ
ム
調
整
用
の
重
量
物
を
積
載
す
る
以
外
は

空
荷
の
状
態
）
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
速
力
試
験
は
、
試
験
状
態
に
お
け
る
平
均
喫
水
の

七
倍
以
上
の
水
深
が
あ
る
静
穏
な
水
面
で
第
五
十
条

第
一
号
に
掲
げ
る
負
荷
試
験
に
お
け
る
も
の
と
同
様

の
各
負
荷
で
推
進
機
関
を
運
転
し
、
速
力
標
柱
間
を

そ
れ
ぞ
れ
一
往
復
し
て
行
う
も
の
と
し
、
全
負
荷
運

転
の
場
合
に
お
け
る
速
力
の
船
の
長
さ
の
平
方
根
に

対
す
る
比
の
標
準
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
算
式
に
よ
り
算
出

し
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
事
由
が
あ
る
た
め
平
均
喫
水
の
七
倍
以
上
の
水

深
が
あ
る
場
所
又
は
速
力
標
柱
を
使
用
で
き
な
い
と

き
は
、
そ
の
他
の
場
所
で
行
い
又
は
手
用
測
定
具
を

使
用
し
て
も
よ
い
。

区
分

算
式

漁

船
の種類

船
の
長

さ（

メ

ー

ト

ル
）

ま

き
網漁船

一
五
未

満

（
１
．
５
０
＋
０
．
０
２

Ｌ

）

一
五
以

上

四

三

未

満

｛
１
．
７
１－

０
．
０
０
６

（

Ｌ

－

１

５

）
｝

四
三
以

上

｛
１
．
５
４－

０
．
０
０
６

（

Ｌ

－

４

３

）
｝

底

び
き網漁船

一
〇
未

満

１

．

７

５

一
〇
以

上

一

五

未

満

１

．

７

５

一
五
以

上

二

〇

未

満

｛
１
．
７
５－

０
．
０
１
６

（

Ｌ

－

１

５

）
｝

二
〇
以

上

四

〇

未

満

｛
１
．
６
７－

０
．
０
１

（

Ｌ

－

２

０

）
｝

四
〇
以

上

｛
１
．
５
２－

０
．
０
０
２

（

Ｌ

－

４

０

）
｝

か

つ
お釣漁船

、

まぐろはえなわ漁船

一
五
未

満

１
．
８
０
　
３√

（
Ｐ
／

６
Ｌ
）

一
五
以

上

二

五

未

満

１
．
８
０
　
３√

（
Ｐ
／

（
９
０
＋
２
６
（
Ｌ－

１

５
）
）
）

二
五
以

上

三

五

未

満

｛
１
．
８
０－

０
．
０
１

（
Ｌ－

２
５
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
３
５
０
＋
２

３
．
５
（
Ｌ－

２
５
）
）
）

三
五
以

上

四

五

未

満

１
．
７
０
　
３√

（
Ｐ
／

（
５
８
５
＋
３
１
．
５

（
Ｌ－

３
５
）
）
）

2



四
五
以

上

六

五

未

満

１
．
７
０
　
３√

（
Ｐ
／

（
９
０
０
＋
６
０
（
Ｌ－

４
５
）
）
）

六
五
以

上

｛
１
．
７
０－

０
．
０
０
２

（
Ｌ－

６
５
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
２
１
０
０
＋
６

０
（
Ｌ－

６
５
）
）
）

捕

鯨
船（

母
船式捕鯨業の用に供するものを除く

。

以下同じ

）

、突棒漁船

一
五
未

満

１
．
８
０
　
３√

（
Ｐ
／

６
Ｌ
）

一
五
以

上

五

五

未

満

｛
１
．
８
０－

０
．
０
１

（
Ｌ－
１
５
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
９
０
＋
１
８
．

５
（
Ｌ－
１
５
）
）
）

五
五
以

上

運

搬
漁船

一
五
未

満

（
１
．
５
５
＋
０
．
０
１

Ｌ
）
　
３√

（
Ｐ
／
５

Ｌ
）

一
五
以

上

二

五

未

満

｛
１
．
７
０－

０
．
０
０
３

（
Ｌ－

１
５
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
７
５
＋
２
０

（
Ｌ－

１
５
）
）
）

二
五
以

上

四

｛
１
．
６
７－

０
．
０
０
２

（
Ｌ－

２
５
）
｝
　
３√

〇

未

満

（
Ｐ
／
（
２
７
５
＋
３
５

（
Ｌ－

２
５
）
）
）

四
〇
以

上

｛
１
．
６
４－

０
．
０
０
２

（
Ｌ－

４
０
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
８
０
０
＋
４

５
．
７
（
Ｌ－

４
０
）
）
）

そ

の
他の漁船

一
五
未

満

（
１
．
５
７
＋
０
．
０
１

Ｌ
）
　
３√

（
Ｐ
／
５

Ｌ
）

一
五
以

上

三

〇

未

満

｛
１
．
７
２－

０
．
０
０
４

（
Ｌ－

１
５
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
７
５
＋
２
５

（
Ｌ－

１
５
）
）
）

三
〇
以

上

四

〇

未

満

｛
１
．
６
６－

０
．
０
０
２

（
Ｌ－

３
０
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
４
５
０
＋
３
５

（
Ｌ－

３
０
）
）
）

四
〇
以

上

｛
１
．
６
４－

０
．
０
０
２

（
Ｌ－

４
０
）
｝
　
３√

（
Ｐ
／
（
８
０
０
＋
４

５
．
７
（
Ｌ－

４
０
）
）
）

備
考

一
　
Ｌ
は
船
の
長
さ
（
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
Ｐ
は

推
進
機
関
の
計
画
出
力
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を

〇
・
七
三
五
五
で
除
し
て
得
た
数
と
す
る
。

二
　
コ
ル
ト
ノ
ズ
ル
を
装
備
す
る
漁
船
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
表
の
下
欄
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た

数
値
に
〇
・
八
七
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
す

る
。

三
　
複
数
の
漁
船
の
種
類
に
該
当
す
る
漁
船
に
あ

つ
て
は
、
主
た
る
漁
業
活
動
に
係
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
漁
船
の
種
類
の
項
の
下
欄
の
算
式
に

よ
り
算
出
し
た
数
値
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
後
進
及
び
前
進
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
前
進
中

に
規
定
回
転
数
の
百
分
の
八
十
五
の
回
転
数
で
後
進

さ
せ
、
更
に
そ
の
後
進
中
に
規
定
回
転
数
で
前
進
さ

せ
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
切
り
換
え
に
要
す
る
時

間
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
以
内
で
あ
る
こ
と
。

区
分

所
要
時
間
（
秒
）

船
の長さが二二

船

の長さが二二

船
の長さが四三

メートル未満の場合

メートル以上四三メートル未満の場合

メートル以上の場合

前
進
中

後
進

の
発

令
が

あ
つ

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

発
令

が
あ

つ
て

か
ら

ク
ラ
ッ
チ
が

脱
離
さ
れ

る

ま

で

（
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
を
装

備
し
、
か

つ
、
後
進

試
験
に
お

い
て
ク
ラ

ッ
チ
の
操

作
を
行
わ

な
い
漁
船

に
あ
つ
て

は
、
当
該

可
変
ピ
ッ

チ
プ
ロ
ペ

ラ
の
翼
角

が
〇
度
と

な

る

ま

で
）
の
所

要
時
間

一
五

三
〇

四
〇

推
進
軸
が
逆

転
を
開
始

す
る
ま
で

（
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
を
装

備
し
、
か

つ
、
推
進

四
〇

五
〇

八
〇

軸
が
逆
転

し
な
い
推

進
器
を
装

備
す
る
漁

船
に
あ
つ

て
は
、
当

該
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
の
翼

角
が
整
定

す

る

ま

で
）
の
所

要
時
間

船
体
が
停
止

す
る
ま
で

の

所

要

時
間

七
〇

七
〇

一
三〇

後
進
の
回
転

数
が
規
定

回
転
数
の

百
分
の
八

十
五
に
達

す
る
ま
で

の

所

要

時
間

一
〇〇

一

〇〇

一
八〇

後
進
中

前
進

の
発

令
が

あ
つ

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

発
令

が
あ

つ
て

か
ら

ク
ラ
ッ
チ
が

脱
離
さ
れ

る

ま

で

（
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
を
装

備
し
、
か

つ
、
前
進

試
験
に
お

い
て
ク
ラ

ッ
チ
の
操

作
を
行
わ

な
い
漁
船

に
あ
つ
て

は
、
当
該

可
変
ピ
ッ

チ
プ
ロ
ペ

ラ
の
翼
角

が
〇
度
と

な

る

ま

一
五

二
〇

三
五

3



で
）
の
所

要
時
間

推
進
軸
が
逆

転
を
開
始

す
る
ま
で

（
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
を
装

備
し
、
か

つ
、
推
進

軸
が
逆
転

し
な
い
推

進
器
を
装

備
す
る
漁

船
に
あ
つ

て
は
、
当

該
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
の
翼

角
が
整
定

す

る

ま

で
）
の
所

要
時
間

四
〇

五
〇

八
〇

船
体
が
停
止

す
る
ま
で

の

所

要

時
間

五
〇

五
〇

九
〇

前
進
の
回
転

数
が
規
定

回
転
数
に

達
す
る
ま

で
の
所
要

時
間

七
〇

七
〇

一
四〇

三
　
操
舵
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
前
進
中
に
行
う
も

の
と
し
、
片
舷
の
舵
角
三
十
五
度
か
ら
反
対
舷
の
舵

角
三
十
五
度
ま
で
の
操
舵
に
要
す
る
時
間
が
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下

欄
に
掲
げ
る
も
の
以
内
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
大

き
な
舵
力
が
発
生
す
る
舵
を
装
備
し
て
い
る
場
合

は
、
規
定
回
転
数
に
よ
ら
ず
、
設
計
上
の
回
転
数
及

び
舵
角
で
操
舵
試
験
を
行
つ
て
も
差
し
支
え
な
く
、

ま
た
、
応
急
操
舵
装
置
に
係
る
操
舵
試
験
に
あ
つ
て

は
、
規
定
回
転
数
の
二
分
の
一
の
回
転
数
で
前
進
中

に
行
う
も
の
と
し
、
片
舷
の
舵
角
十
五
度
か
ら
反
対

舷
の
舵
角
十
五
度
ま
で
操
舵
し
て
異
状
が
な
け
れ
ば

よ
い
。

区
分

操
舵
所
要
時

間
（
秒
）

操
舵
装
置
の

種
類

船

の

長

さ

（

メ

ー

ト

ル
）

手
動
式
操
舵

装
置

二
一
未
満

三
〇

二
一
以
上
二

五
未
満

四
五

二
五
以
上

六
〇

機
動
式
操
舵

装
置

二
五

四
　
旋
回
力
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
前
進
中
に
行
う

も
の
と
し
、
舵
角
を
三
十
五
度
に
と
つ
て
回
頭
す
る

場
合
に
お
け
る
旋
回
に
要
す
る
時
間
及
び
旋
回
圏
の

直
径
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
以
内
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
大
き
な
舵
力
が
発
生
す
る
舵
を
装
備

し
て
い
る
場
合
は
、
規
定
回
転
数
に
よ
ら
ず
、
設
計

上
の
回
転
数
及
び
舵
角
で
旋
回
力
試
験
を
行
つ
て
も

差
し
支
え
な
い
。

区
分

旋
回
に
要
す

る

時

間

（
秒
）

旋
回
圏

の

直

径（

船

の

長

さ

の

倍数
）

漁

船
の種類

船

の

長

さ（
メ
ー

ト
ル
）

針

路から一五度回頭に要する時間

針

路から三六〇度回頭に要する時間

ま

き
網漁船

二

二

未

満

八

八
〇

三
・
〇

二

二

以

上

四

三

未

満

一
〇

九
〇

三
・
五

四

三

以

上

一
五

一

四〇

四
・
五

流

刺
網漁船

、
底びき網漁船

、
かつお釣漁船

、
まぐろはえなわ漁船

二

五

未

満

一
二

一

〇〇

三
・
三

二

五

以

上

五

〇

未

満

一
五

一

三五

四
・
五

五

〇

以

上

一
六

一

五〇

五
・
〇

捕

鯨
船
、

突棒漁船

一

八

未

満

七

七
〇

三
・
〇

一

八

以

上

三

〇

未

満

八

八
〇

三
・
五

三

〇

以

上

五

〇

未

満

八

一

二〇

四
・
〇

五

〇

以

上

一
〇

一

四〇

四
・
五

そ

の
他の漁船

二

〇

未

満

一
三

一

〇〇

三
・
五

二

〇

以

上

三

〇

未

満

一
五

一

一五

四
・
〇

三

〇

以

上

五

二
〇

一

四〇

五
・
〇

〇

未

満
五

〇

以

上

二
五

一

七〇

六
・
〇

備
考
　
複
数
の
漁
船
の
種
類
に
該
当
す
る
漁
船
に

あ
つ
て
は
、
主
た
る
漁
業
活
動
に
係
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
漁
船
の
種
類
の
項
の
下
欄
の
数
値

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

四
の
二
　
連
続
航
走
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
連
続
一

時
間
以
上
航
走
さ
せ
て
行
う
も
の
と
し
、
こ
の
場
合

に
お
い
て
異
状
が
な
い
こ
と
。

四
の
三
　
最
低
速
試
験
は
、
さ
ば
釣
漁
船
、
流
刺
網
漁

船
及
び
ま
ぐ
ろ
は
え
な
わ
漁
船
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
し
、
推
進
機
関
の
一
シ
リ
ン
ダ
当
た
り
の
計
画
出

力
が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
規

定
回
転
数
の
二
分
の
一
以
下
の
回
転
数
で
、
一
シ
リ

ン
ダ
当
た
り
の
計
画
出
力
が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超

え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
規
定
回
転
数
の
三
分
の
一
の

回
転
数
で
十
分
以
上
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
異
状

が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
危
険
な
ね
じ
り
振
動
が
発

生
す
る
推
進
機
関
を
搭
載
す
る
場
合
は
、
当
該
振
動

の
領
域
を
避
け
た
最
も
低
い
回
転
数
で
最
低
速
試
験

を
行
つ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

四
の
四
　
ク
ラ
ッ
チ
か
ん
脱
試
験
は
、
さ
ば
釣
漁
船
、

流
刺
網
漁
船
及
び
ま
ぐ
ろ
は
え
な
わ
漁
船
で
あ
つ
て

ク
ラ
ッ
チ
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と

し
、
規
定
回
転
数
の
十
分
の
八
の
回
転
数
で
前
進

中
、
二
十
分
以
内
に
十
回
以
上
ク
ラ
ッ
チ
を
後
進
方

向
及
び
前
進
方
向
に
交
互
に
か
ん
脱
し
た
場
合
に
お

い
て
、
ク
ラ
ッ
チ
を
容
易
に
か
ん
脱
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
異
状
が
な
い
こ
と
。

五
　
重
心
査
定
試
験
は
、
平
穏
な
水
面
で
、
船
体
の
自

由
傾
斜
を
妨
げ
な
い
け
い
留
状
態
の
下
で
行
い
、
そ

の
結
果
か
ら
算
出
さ
れ
た
出
漁
状
態
に
お
け
る
重
心

位
置
、
喫
水
及
び
ト
リ
ム
が
、
従
事
す
る
漁
業
の
種

類
又
は
用
途
に
応
じ
適
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
振
動
状
況
及
び
船
首
揺
動
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る

試
験
に
お
い
て
船
体
に
有
害
な
振
動
が
な
く
、
操
船

に
支
障
を
及
ぼ
す
船
首
揺
動
が
な
い
こ
と
。

七
　
副
漁
具
の
作
動
状
況
は
、
適
当
な
負
荷
で
そ
の
作

動
を
試
験
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
作
動
が
円
滑
で
あ

る
こ
と
。

第
二
章
　
機
関

第
七
条
　
漁
船
の
推
進
機
関
、
補
機
関
及
び
空
気
圧
縮
機

は
、
検
査
の
結
果
そ
の
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
そ
の

性
能
に
つ
い
て
は
推
進
機
関
に
あ
つ
て
は
第
九
条
、
補

機
関
に
あ
つ
て
は
第
十
条
、
空
気
圧
縮
機
に
あ
つ
て
は
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第
十
一
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の

を
合
格
と
す
る
。

（
構
造
）

第
八
条
　
推
進
機
関
、
補
機
関
及
び
空
気
圧
縮
機
の
構
造

の
基
準
は
、
操
業
の
た
め
に
必
要
な
操
作
が
円
滑
に
行

わ
れ
、
且
つ
、
長
時
間
の
運
転
に
耐
え
る
よ
う
な
堅
固

な
も
の
と
す
る
。

（
推
進
機
関
の
性
能
）

第
九
条
　
推
進
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
機
関
」

と
い
う
。
）
の
性
能
は
、
起
動
試
験
、
無
負
荷
試
験
、

最
低
速
試
験
、
負
荷
試
験
、
温
度
上
昇
試
験
、
調
速
機

試
験
、
充
気
試
験
、
特
性
試
験
及
び
逆
転
試
験
（
電
気

点
火
機
関
に
あ
つ
て
は
最
低
速
試
験
、
調
速
機
試
験
、

充
気
試
験
及
び
特
性
試
験
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
あ
つ

て
は
無
負
荷
試
験
を
除
く
。
）
並
び
に
解
放
検
査
に
よ

り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
起
動
試
験
は
、
当
該
機
関
を
冷
態
に
置
き
（
重
油

を
用
い
て
試
験
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
燃
料
系
統
を

加
熱
し
て
も
よ
い
。
）
、
人
力
起
動
の
機
関
の
場
合
に

あ
つ
て
は
一
人
で
容
易
に
起
動
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
空
気
起
動
の
機
関
の
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
機

関
の
空
気
タ
ン
ク
に
二
・
四
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧

縮
空
気
を
充
た
し
外
部
か
ら
圧
縮
空
気
を
補
給
し
な

い
で
行
う
も
の
と
し
、
起
動
回
数
は
六
回
以
上
及
び

最
低
起
動
圧
力
は
一
・
一
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
で

あ
る
こ
と
。

二
　
無
負
荷
試
験
は
、
規
定
回
転
数
の
二
分
の
一
以
下

の
回
転
数
で
二
十
分
以
上
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
運

転
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

三
　
最
低
速
試
験
は
、
一
シ
リ
ン
ダ
当
た
り
の
計
画
出

力
が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
機
関
に
あ
つ
て
は

規
定
回
転
数
の
三
分
の
一
の
回
転
数
で
計
画
出
力
の

二
十
七
分
の
一
に
相
当
す
る
荷
重
、
一
シ
リ
ン
ダ
当

た
り
の
計
画
出
力
が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
機
関

に
あ
つ
て
は
規
定
回
転
数
の
二
分
の
一
以
下
の
回
転

数
で
計
画
出
力
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
荷
重
を
か

け
て
十
分
以
上
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
運
転
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
危
険
な
ね
じ
り
振
動

が
発
生
す
る
機
関
に
あ
つ
て
は
、
当
該
振
動
の
領
域

を
避
け
た
最
も
低
い
回
転
数
で
最
低
速
試
験
を
行
つ

て
も
差
し
支
え
な
い
。

四
　
負
荷
試
験
は
、
分
力
試
験
、
全
負
荷
試
験
及
び
過

負
荷
試
験
と
し
、
分
力
試
験
は
、
全
負
荷
の
四
分
の

一
、
二
分
の
一
及
び
四
分
の
三
に
相
当
す
る
荷
重
、

全
負
荷
試
験
は
、
全
負
荷
に
相
当
す
る
荷
重
、
過
負

荷
試
験
は
、
全
負
荷
の
一
割
増
に
相
当
す
る
荷
重
を

か
け
、
第
一
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
種
類
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
回
転
数
で
第
二

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
（
当
該
機
関
が
漁
船
法

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た
こ
と
が
あ
る
機
関
と
同

一
の
型
式
、
計
画
出
力
、
シ
リ
ン
ダ
の
数
及
び
直

径
、
行
程
、
回
転
数
並
び
に
製
作
所
の
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
第
三
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
種
類
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
）
以
上

行
う
も
の
と
し
、
そ
の
運
転
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
第
四
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
種
類
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り

算
出
し
て
得
た
燃
料
油
消
費
率
が
第
五
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
機
関
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
も
の
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
一
表試

験
の
種
類

回
転
数
（
毎
分
）

全
負
荷
の
四
分
の
一
の

分
力
試
験

〇
・
六
三
〇
Ｎ

全
負
荷
の
二
分
の
一
の

分
力
試
験

〇
・
七
九
四
Ｎ

全
負
荷
の
四
分
の
三
の

分
力
試
験

〇
・
九
〇
九
Ｎ

全
負
荷
試
験

Ｎ

全
負
荷
の
一
割
増
の
過

負
荷
試
験

一
・
〇
三
二
Ｎ

備
考

一
　
Ｎ
は
、
規
定
回
転
数
と
す
る
。

二
　
こ
の
表
の
下
欄
の
回
転
数
ま
で
回
転
数
が
上

昇
し
な
い
機
関
の
過
負
荷
試
験
に
あ
つ
て
は
、

荷
重
を
全
負
荷
の
一
割
増
以
内
、
か
つ
、
出
力

が
回
転
数
の
三
乗
に
比
例
す
る
回
転
数
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
表機

関
の
種
類

運
転
時
間
（
時
間
）

分
力試験の場合

全
負荷試験の場合

過
負荷試験の場合

電
気
点
火
機
関

七
・四キ

〇
・五

一
・五

〇
・五

ロワット以下のもの
七
・四キロワットを超えるもの

二

デ
ィーゼル機関

計
画
制

動

平

均

有

効

圧

力

が

一

・

〇

八

メ

ガ

パ

ス

カ

ル

未

満

で

あ

つ

て

、

か

つ

、

計

画

平

均

ピ

ス

ト

ン

速

度

が

毎

秒

八

メ

ー

ト

ル

未

満

七
・四キロワット以下のもの

一
・五

七
・四キロワットを超え二二キ

二

の

も

の

ロワット以下のもの
二
二キロワットを超え八八キロワット以下のもの

三

八
八キロワットを超えるもの

四

計
画
制
動
平
均

有
効
圧
力
が

一
・
〇
八
メ

ガ
パ
ス
カ
ル

四

5



以
上
の
も
の

又
は
計
画
平

均
ピ
ス
ト
ン

速
度
が
毎
秒

八
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の

第
三
表機

関
の
種

類

運
転
時
間
（
時
間
）

分

力

試

験

の

場
合

全

負

荷

試

験

の

場

合

過

負

荷

試

験

の

場

合

電
気
点
火

機
関

一

デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関

〇
・
三

一

〇
・
三

第
四
表機

関
の
種
類

算
式

電
気
点
火
機
関

Ｄ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

０
．
１
５×

Ａ
＋
０
．

１
５×

Ｂ
＋
０
．
５

×

Ｃ
＋
０
．
２×

Ｄ

備
考
　
Ａ
は
全
負
荷
の
四
分
の
一
の
分
力
試
験
に

お
け
る
一
時
間
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
燃
料

油
消
費
量
（
グ
ラ
ム
）
と
し
、
Ｂ
は
全
負
荷
の

二
分
の
一
の
分
力
試
験
に
お
け
る
も
の
と
し
、

Ｃ
は
全
負
荷
の
四
分
の
三
の
分
力
試
験
に
お
け

る
も
の
と
し
、
Ｄ
は
全
負
荷
試
験
に
お
け
る
も

の
と
す
る
。

第
五
表機

関
の
種
類
（
計
画
出
力
）

燃
料
油

消

費

率（

グ

ラ

ム

／

時

／

キ

ロ

ワ

ット
）

電
気
点
火
機
関

三

〇
キロワット

三
九
〇

以下のもの
三

〇
キロワットを超え六〇キロワット以下のもの

三
八
五

六

〇
キロワットを超え八〇キロワット以下の

三
八
〇

もの
八

〇
キロワットを超え一〇〇キロワット以下のもの

三
七
五

一

〇
〇キロワットを超えるもの

三
七
〇

デ

ィーゼル機関

シ
リ
ン
ダ
直
径
一

五
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
未
満

七

五
キロワット以下の

二
六
七

もの
七

五
キロワットを超え一五〇キロワット以下のもの

二
四
八

一

五
〇キロワットを超え三〇〇キロワット以下の

二
三
三

6



もの
三

〇
〇キロワットを超え四五〇キロワット以下のもの

二
三
二

四

五
〇キロワットを超えるもの

二
二
九

シ

リ
ンダ直径一五〇ミ

行

程

と

シ

リ

ン

ダ

直

径

と

の

比

が

一

・

七

四
キロワットを超え

二
四
〇

リメートル以上

五

未

満

一八四キロワット以下のもの
一

八
四キロワットを超え三六八キロワット以下のもの

二
二
九

三

六
八キロワットを超え七

二
二
五

三六キロワット以下のもの
七

三
六キロワットを超え一四七一キロワット以下のもの

二
一
六

一

四
七一キロワットを超え

二
一
〇

るもの

行

程

と

シ

リ

ン

ダ

直

径

と

の

比

が

一

・

五

以

上

一

八
四キロワットを超え三六八キロワット以下のもの

二
一
九

三

六
八キロワットを超え七三六キロワット以下の

二
一
四

7



もの
七

三
六キロワットを超え一四七一キロワット以下のもの

二
〇
五

一

四
七一キロワットを超えるもの

二
〇
〇

備
考
　
減
速
歯
車
を
有
す
る
も
の
及
び
流
体
継
手

を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
燃
料
油
消
費
率
の

値
は
、
こ
の
表
の
下
欄
の
燃
料
油
消
費
率
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
す
る
。

五
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
過
負
荷
試
験
の
直
後
に
行
う

も
の
と
し
、
主
軸
軸
受
、
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
軸
受
及
び

ピ
ス
ト
ン
ピ
ン
軸
受
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
上
昇
温

度
の
限
度
が
設
計
上
の
最
大
上
昇
温
度
以
下
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
主
軸
軸
受
、
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
軸
受

及
び
ピ
ス
ト
ン
ピ
ン
軸
受
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
温

度
計
測
が
困
難
な
構
造
の
機
関
に
あ
つ
て
は
、
潤
滑

油
、
冷
却
水
及
び
排
気
の
上
昇
温
度
の
限
度
が
設
計

上
の
最
大
上
昇
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

六
　
調
速
機
試
験
は
、
全
負
荷
運
転
か
ら
急
に
無
負
荷

運
転
に
変
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
し
、
そ

の
瞬
時
回
転
数
が
規
定
回
転
数
の
百
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
整
定
回
転
数
が
規
定
回
転
数

の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
シ
リ
ン
ダ
直
径
百
七
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
機
関
に
あ
つ
て
は
、
百
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

七
　
充
気
試
験
は
、
充
気
装
置
の
あ
る
機
関
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
し
、
無
荷
重
で
四
分
の
三
負
荷
に
お
け

る
回
転
数
で
大
気
圧
か
ら
二
・
四
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

ま
で
、
当
該
機
関
附
属
の
空
気
タ
ン
ク
に
三
十
分
以

内
に
充
気
で
き
る
こ
と
。

八
　
特
性
試
験
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
船
の

種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
荷
重

及
び
回
転
数
で
十
分
以
上
行
う
も
の
と
し
、
ク
ラ
ッ

チ
の
か
ん
脱
が
確
実
で
あ
り
、
運
転
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
無
負
荷
と
な
つ
た
と
き

に
お
け
る
各
シ
リ
ン
ダ
内
の
燃
焼
状
態
が
正
常
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
危
険
な
ね
じ
り
振
動
が
発
生
す

る
機
関
に
あ
つ
て
は
、
当
該
振
動
の
領
域
を
避
け
た

最
も
低
い
回
転
数
で
特
性
試
験
を
行
つ
て
も
差
し
支

え
な
い
。

漁
船
の
種
類

荷
重

回
転
数

棒
受
網
漁
船

一
本
釣
漁
船

刺
網
漁
船

四
分
の
一
負

荷
に
相
当

す
る
荷
重

規

定

回

転

数

の

二

分

の

一

の

回

転

数

は
え
な
わ
漁

船

八
分
の
一
負

荷
に
相
当

す
る
荷
重

規

定

回

転

数

の

二

分

の

一

の

回

転

数

底
び
き
網
漁

船
ま
き
網
漁
船

四
分
の
三
負

荷
に
相
当

す
る
荷
重

二

分

の

一

負

荷

に

お

け

る
回
転
数

九
　
逆
転
試
験
は
、
逆
転
ク
ラ
ッ
チ
を
有
す
る
機
関
に

つ
い
て
、
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
全
負
荷
の
四
分
の

三
の
分
力
試
験
（
一
シ
リ
ン
ダ
当
た
り
の
計
画
出
力

が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
機
関
に
あ
つ
て
は
全
負

荷
の
二
分
の
一
の
分
力
試
験
）
で
十
分
以
上
行
う
も

の
と
し
、
運
転
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
運
転

終
了
時
に
お
け
る
逆
転
歯
車
の
ピ
ニ
オ
ン
部
の
温
度

が
摂
氏
百
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
逆
転
歯

車
の
ピ
ニ
オ
ン
部
に
お
け
る
温
度
計
測
が
困
難
な
構

造
の
機
関
に
あ
つ
て
は
、
潤
滑
油
及
び
冷
却
水
の
上

昇
温
度
の
限
度
が
設
計
上
の
最
大
上
昇
温
度
以
下
で

あ
る
こ
と
。

十
　
解
放
検
査
は
、
前
各
号
の
全
て
の
試
験
（
そ
の
一

部
の
試
験
を
行
わ
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
最
終
の

試
験
）
の
直
後
に
行
う
も
の
と
し
、
各
部
の
材
料
、

構
造
、
工
作
及
び
寸
法
に
異
状
が
な
い
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
が
そ
れ

ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
を
標
準
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
解
放
検
査
の
対
象
で
あ
る
機
関
が
法

第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し

た
こ
と
が
あ
る
機
関
と
同
一
の
型
式
、
計
画
出
力
、

シ
リ
ン
ダ
の
数
及
び
直
径
、
行
程
、
回
転
数
並
び
に

製
作
所
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ

の
試
験
に
お
い
て
も
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
当
該
検
査
を
省
略
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

事
項

寸
法
、
硬
度
、
間
隙

ク
ラ
ン
ク
軸
の
真

円
度

直
径
の
一
万
分
の
一
に
百

分
の
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

を
加
え
た
数
値
以
内

ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
の

真
円
度

直
径
の
一
万
分
の
一
に
百

分
の
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

を
加
え
た
数
値
以
内

ク
ラ
ン
ク
軸
の
両

端
直
径
の
不
同

度

百
分
の
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
内

ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
の

両
端
直
径
の
不

同
度

百
分
の
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
内

シ
リ
ン
ダ
内
径
の

真
円
度

直
径
の
一
万
分
の
〇
・
八

に
百
分
の
三
・
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
数

値
以
内

ピ
ス
ト
ン
外
径
の

真
円
度

直
径
の
一
万
分
の
〇
・
五

に
百
分
の
二
・
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
数

値
以
内

ピ
ス
ト
ン
ピ
ン
の

硬
度

シ
ョ
ア
ー
硬
度
七
五
以
上

シ
リ
ン
ダ
と
ピ
ス

ト
ン
裾
部
と
の

間
隙

直
径
の
千
分
の
一
・
二
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
に
百
分
の

三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
加

え
た
数
値
以
内

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ

と
そ
の
溝
と
の

間
隙
（
三
番
ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ

以
下
）

百
分
の
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
内

ピ
ス
ト
ン
ピ
ン
と

そ
の
メ
タ
ル
と

の
間
隙

直
径
の
一
万
分
の
三
に
百

分
の
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
加
え
た
数
値
以
内

ク
ラ
ン
ク
軸
と
そ

の
メ
タ
ル
と
の

間
隙

直
径
の
一
万
分
の
三
に
百

分
の
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
加
え
た
数
値
以
内

ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
と

そ
の
メ
タ
ル
と

の
間
隙

直
径
の
一
万
分
の
三
に
百

分
の
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
を
加
え
た
数
値
以
内

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー

と
そ
の
メ
タ
ル

と
の
間
隙

百
分
の
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
内

（
補
機
関
の
性
能
）

第
十
条
　
補
機
関
の
性
能
は
、
起
動
試
験
、
負
荷
試
験
、

温
度
上
昇
試
験
及
び
調
速
機
試
験
（
電
気
点
火
機
関
に

あ
つ
て
は
調
速
機
試
験
を
除
く
。
）
並
び
に
解
放
検
査

に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
は

前
条
第
一
号
（
最
低
起
動
圧
力
に
関
す
る
部
分
を
除

く
。
）
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
十
号
の
規
定

を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
各
負
荷

試
験
に
お
け
る
回
転
数
は
、
規
定
回
転
数
と
し
、
発
電

機
駆
動
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
係
る
負
荷
試
験
の
燃
料

油
消
費
率
に
つ
い
て
は
、
第
一
表
の
算
式
に
よ
り
算
出

し
て
得
た
燃
料
油
消
費
率
が
、
第
二
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
補
機
関
の
出
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
も
の
以
下
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
発
電
機

駆
動
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
係
る
調
速
機
試
験
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
瞬
時
回
転
数
が
規
定
回
転
数
の
百
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
整
定
回
転
数
が
規
定
回
転
数
の
百
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
整
定
ま
で
に
要
す
る
時
間
が

十
秒
以
内
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
表

燃
料
油
消
費
率
（
グ
ラ
ム
／
時
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）＝

０
．

３
３×

Ａ
＋
０
．
３
３×

Ｂ
＋
０
．
２
８×

Ｃ
＋
０
．

０
６×

Ｄ

備
考
　
Ａ
は
全
負
荷
の
四
分
の
一
の
分
力
試
験
に
お
け

る
一
時
間
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
燃
料
油
消
費
量
（
グ

ラ
ム
）
と
し
、
Ｂ
は
全
負
荷
の
二
分
の
一
の
分
力
試
験

に
お
け
る
も
の
と
し
、
Ｃ
は
全
負
荷
の
四
分
の
三
の
分
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力
試
験
に
お
け
る
も
の
と
し
、
Ｄ
は
全
負
荷
試
験
に
お

け
る
も
の
と
す
る
。

第
二
表

補
機
関
の
出
力
（
計
画
出
力
）

燃
料
油
消
費
率

（
グ
ラ
ム
／
時
／

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

七
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

三
三
七

七
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
一
八
四
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

二
九
一

一
八
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
三
六
八
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

二
五
五

三
六
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

二
四
三

（
空
気
圧
縮
機
の
性
能
）

第
十
一
条
　
空
気
圧
縮
機
の
性
能
は
、
充
気
試
験
、
負
荷

試
験
及
び
解
放
検
査
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
各

試
験
の
基
準
は
左
の
通
り
と
し
、
解
放
検
査
の
基
準
に

つ
い
て
は
第
九
条
第
十
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
充
気
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
空
気
そヽ
うヽ
に
大
気

圧
か
ら
規
定
圧
力
ま
で
充
気
し
て
行
う
も
の
と
し
、

左
の
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
容
積
効
率
が
所
要
出

力
が
三
・
七
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は

五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
所
要
出
力
が
三
・
七
キ

ロ
ワ
ツ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
六
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

容
積
効
率＝

（
Ｖ
（
Ｐ
＋
０
．
１
０
１
）
）
／

（
０
．
１
０
１
）
／
（υ

×

ｎ×

ｔ
）

Ｐ
は
、
最
終
ゲ
ー
ジ
圧
力
（
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｖ
は
、
空
気
そ
う
の
容
積
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）

υ

は
、
低
圧
行
程
容
積
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）

ｎ
は
、
毎
分
回
転
数

ｔ
は
、
所
要
時
間
（
分
）

二
　
負
荷
試
験
は
、
規
定
回
転
数
で
空
気
そヽ
うヽ
の
圧
力

を
制
限
圧
力
に
保
つ
て
行
う
も
の
と
し
、
運
転
が
一

時
間
以
上
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

第
三
章
　
漁
ろヽ
うヽ
設
備

第
一
節
　
魚
群
探
知
機

第
十
二
条
　
漁
船
の
魚
群
探
知
機
は
、
検
査
の
結
果
、
そ

の
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
装
備
に
つ
い
て
は
第
十
四

条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
十
五
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す

べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
構
造
）

第
十
三
条
　
魚
群
探
知
機
の
構
造
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
　
主
要
部
分
は
、
イ
又
は
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
機
器

で
構
成
さ
れ
、
堅
固
で
あ
つ
て
容
易
に
機
械
的
損
傷

を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
耐
震
性
、
耐
熱

性
、
耐
寒
性
、
耐
湿
性
、
耐
水
性
及
び
防
し
よ
く
性

を
有
す
る
こ
と
。

イ
　
送
信
器
、
送
波
器
、
受
波
器
、
受
信
器
及
び
指

示
器

ロ
　
送
波
器
及
び
受
波
器
（
以
下
「
送
受
波
器
」
と

い
う
。
）
の
制
御
装
置

二
　
魚
群
探
知
機
は
、
次
の
算
式
で
算
出
さ
れ
る
送
波

音
圧
レ
ベ
ル
の
音
波
を
出
し
得
る
出
力
低
減
装
置
が

備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

送
波
音
圧
レ
ベ
ル
（
デ
シ
ベ
ル
）＝

１
６
４
＋
２

０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

ｆ

ｆ
は
、
魚
群
探
知
機
の
音
波
の
公
称
発
振
周
波
数

（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）

三
　
送
信
器
、
受
信
器
及
び
指
示
器
は
、
内
部
の
保
守

点
検
及
び
修
理
が
前
面
か
ら
容
易
に
行
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

四
　
高
周
波
電
力
及
び
高
電
圧
を
使
用
す
る
部
分
に

は
、
外
き
よ
う
の
ほ
か
、
人
体
そ
の
他
に
危
害
を
及

ぼ
さ
な
い
た
め
の
適
当
な
保
安
装
置
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

五
　
受
信
器
に
は
、
調
整
可
能
範
囲
が
三
十
デ
シ
ベ
ル

以
上
で
あ
つ
て
作
動
が
安
定
し
た
利
得
調
整
器
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
装
備
）

第
十
四
条
　
魚
群
探
知
機
の
装
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
　
送
受
波
器
が
船
底
又
は
外
げ
ん
の
音
波
の
送
受
波

に
良
好
な
場
所
に
固
着
さ
れ
、
か
つ
、
波
そ
の
他
の

外
力
に
よ
つ
て
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
少
い
よ
う
に
装

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
送
信
器
、
受
信
器
、
指
示
器
及
び
送
受
波
器
の
制

御
装
置
が
湿
気
、
振
動
、
温
度
等
周
囲
の
条
件
が
性

能
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
所
に

装
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
十
五
条
　
魚
群
探
知
機
の
性
能
は
、
送
信
周
波
数
試

験
、
振
動
試
験
、
衝
撃
試
験
、
耐
熱
耐
寒
試
験
、
耐
湿

試
験
、
指
示
確
度
試
験
、
受
信
系
帯
域
幅
試
験
、
受
信

系
帯
域
幅
外
減
衰
試
験
、
発
振
線
整
度
試
験
、
利
得
変

化
試
験
、
指
向
性
試
験
、
送
信
パ
ル
ス
幅
試
験
及
び
探

知
能
力
試
験
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
試
験

方
法
及
び
性
能
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
送
信
周
波
数
試
験
は
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第

五
号
の
試
験
の
際
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
規
定
の
作

動
状
態
に
お
い
て
音
波
の
発
振
周
波
数
を
測
定
し
て

行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
け
る
発
振

周
波
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
公
称
発
振
周
波

数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
。

公
称
発
振
周

波
数

（
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
）

発
振
周
波
数
（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）

の
範
囲

一
五

一
四
以
上

一
六
以
下

二
〇

一
九
以
上

二
一
以
下

二
四

二
三
以
上

二
五
以
下

二
八

二
七
以
上

二
九
以
下

三
二

三
一
以
上

三
三
以
下

三
六

三
五
以
上

三
七
以
下

四
〇

三
九
以
上

四
一
以
下

四
五

四
四
以
上

四
六
以
下

五
〇

四
九
以
上

五
一
以
下

五
五

五
四
以
上

五
六
以
下

六
〇

五
九
以
上

六
一
以
下

六
五

六
四
以
上

六
六
以
下

七
〇

六
八
以
上

七
二
以
下

七
五

七
三
以
上

七
七
以
下

八
〇

七
八
以
上

八
二
以
下

八
五

八
三
以
上

八
七
以
下

九
〇

八
八
以
上

九
二
以
下

九
五

九
三
以
上

九
七
以
下

一
〇
〇

九
八
以
上

一
〇
二
以
下

一
一
〇

一
〇
七
以
上

一
一
三
以
下

一
二
〇

一
一
七
以
上

一
二
三
以
下

一
三
〇

一
二
七
以
上

一
三
三
以
下

一
四
〇

一
三
七
以
上

一
四
三
以
下

一
五
〇

一
四
七
以
上

一
五
三
以
下

一
六
〇

一
五
七
以
上

一
六
三
以
下

一
七
〇

一
六
七
以
上

一
七
三
以
下

一
八
〇

一
七
七
以
上

一
八
三
以
下

二
〇
〇

一
九
四
以
上

二
〇
六
以
下

二
二
〇

二
一
四
以
上

二
二
六
以
下

二
四
〇

二
三
四
以
上

二
四
六
以
下

二
六
〇

二
五
四
以
上

二
六
六
以
下

二
八
〇

二
七
四
以
上

二
八
六
以
下

三
〇
〇

二
九
四
以
上

三
〇
六
以
下

三
二
〇

三
一
四
以
上

三
二
六
以
下

三
四
〇

三
三
四
以
上

三
四
六
以
下

三
六
〇

三
五
四
以
上

三
六
六
以
下

四
〇
〇

三
八
八
以
上

四
一
二
以
下

四
四
〇

四
二
八
以
上

四
五
二
以
下

四
八
〇

四
六
八
以
上

四
九
二
以
下

五
二
〇

五
〇
八
以
上

五
三
二
以
下

二
　
振
動
試
験
は
、
規
定
の
作
動
状
態
に
お
い
て
当
該

魚
群
探
知
機
に
振
動
試
験
機
に
よ
り
振
幅
が
正
負

一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
振
動
数
が
二
百
五
十
回

毎
分
か
ら
六
百
回
毎
分
ま
で
の
間
を
一
分
間
に
六
十

回
毎
分
の
割
合
で
連
続
し
て
増
加
し
、
又
は
減
少
す

る
振
動
を
加
え
て
行
う
も
の
と
し
、
こ
の
振
動
を
上

下
、
左
右
及
び
前
後
の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
間

連
続
し
て
加
え
て
も
、
そ
の
性
能
及
び
構
造
に
異
状

を
生
じ
な
い
こ
と
。

三
　
衝
撃
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
の
送
受
波
器
を

除
い
た
部
分
を
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
三

回
試
験
床
に
落
下
さ
せ
た
後
、
当
該
魚
群
探
知
機
を

規
定
の
作
動
状
態
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

性
能
及
び
構
造
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

四
　
耐
熱
耐
寒
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
規
定
の

作
動
状
態
に
お
い
て
摂
氏
零
度
及
び
摂
氏
五
十
度
の

場
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
放
置
し
て
行
う
も
の
と

し
、
そ
の
性
能
及
び
構
造
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ

と
。

五
　
耐
湿
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
規
定
の
作
動

状
態
に
お
い
て
摂
氏
三
十
五
度
、
相
対
湿
度
九
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
恒
湿
そ
う
に
四
時
間
以
上
放
置
し

て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
性
能
及
び
構
造
に
異
状
を

生
じ
な
い
こ
と
。

六
　
指
示
確
度
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
交
流
に

あ
つ
て
は
定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
直
流
に
あ
つ
て
は
定
格
電
圧
が
百
ボ

ル
ト
未
満
の
場
合
定
格
電
圧
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
及
び
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
百
ボ
ル
ト
以
上
の
場
合

定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
電
源
電
圧
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
電
源
電
圧
に

お
け
る
作
動
状
態
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、
作
動

が
安
定
で
あ
つ
て
指
示
確
度
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
、
か
つ
、
水
中
音
速
毎
秒
千
五
百
メ
ー
ト
ル

と
し
て
、
そ
の
指
示
誤
差
が
正
負
二
パ
ー
セ
ン
ト
を

こ
え
て
増
減
し
な
い
こ
と
。

七
　
受
信
系
帯
域
幅
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
に
つ

き
、
受
信
系
周
波
数
特
性
曲
線
に
お
い
て
最
大
利
得

よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
低
い
利
得
を
示
す
周
波
数
の
最
大

値
と
最
小
値
を
測
定
し
て
行
う
も
の
と
し
、
受
信
系

帯
域
幅
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
公
称
発
振
周

波
数
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
魚
群
探
知
機

の
発
振
周
波
数
を
基
準
と
し
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。

公
称
発
振
周

波
数

受
信
系
帯
域
幅
（
キ
ロ
ヘ
ル

ツ
）
の
範
囲
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（

キ

ロ

ヘ

ル

ツ
）

一
五

（
＋－

）

一
・
五

二
〇

（
＋－

）

一
・
五

二
四

（
＋－

）

一
・
五

二
八

（
＋－

）

一
・
五

三
二

（
＋－

）

一
・
五

三
六

（
＋－

）

一
・
八

四
〇

（
＋－

）

一
・
八

四
五

（
＋－

）

一
・
八

五
〇

（
＋－
）

一
・
八

五
五

（
＋－

）

二
・
〇

六
〇

（
＋－

）

二
・
〇

六
五

（
＋－

）

二
・
〇

七
〇

（
＋－

）

二
・
〇

七
五

（
＋－

）

二
・
〇

八
〇

（
＋－

）

二
・
五

八
五

（
＋－

）

二
・
五

九
〇

（
＋－

）

二
・
五

九
五

（
＋－

）

二
・
五

一
〇
〇

（
＋－

）

二
・
五

一
一
〇

（
＋－

）

三
・
〇

一
二
〇

（
＋－

）

三
・
〇

一
三
〇

（
＋－

）

三
・
〇

一
四
〇

（
＋－

）

四
・
〇

一
五
〇

（
＋－

）

四
・
〇

一
六
〇

（
＋－

）

五
・
〇

一
七
〇

（
＋－

）

五
・
〇

一
八
〇

（
＋－

）

五
・
〇

二
〇
〇

（
＋－

）

七
・
五

二
二
〇

（
＋－

）

七
・
五

二
四
〇

（
＋－

）

七
・
五

二
六
〇

（
＋－

）

七
・
五

二
八
〇

（
＋－

）

七
・
五

三
〇
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

三
二
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

三
四
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

三
六
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

四
〇
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

四
四
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

四
八
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

五
二
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

八
　
受
信
系
帯
域
幅
外
減
衰
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知

機
に
つ
き
、
受
信
系
周
波
数
特
性
曲
線
に
お
い
て
最

大
利
得
か
ら
三
十
六
デ
シ
ベ
ル
低
い
利
得
を
示
す
周

波
数
の
最
大
値
と
最
小
値
を
測
定
し
て
行
う
も
の
と

し
、
最
大
値
及
び
最
小
値
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
公
称
発
振
周
波
数
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
魚
群
探
知
機
の
発
振
周
波
数
を
基
準
と
し
て
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。

公
称
発
振
周

波
数

（

キ

ロ

ヘ

ル

ツ
）

発
振
周
波
数
（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）

の
範
囲

一
五

（
＋－

）

二
・
四

二
〇

（
＋－

）

二
・
四

二
四

（
＋－

）

二
・
四

二
八

（
＋－

）

二
・
四

三
二

（
＋－

）

二
・
四

三
六

（
＋－

）

二
・
九

四
〇

（
＋－

）

二
・
九

四
五

（
＋－

）

二
・
九

五
〇

（
＋－

）

二
・
九

五
五

（
＋－

）

三
・
二

六
〇

（
＋－

）

三
・
二

六
五

（
＋－

）

三
・
二

七
〇

（
＋－

）

三
・
二

七
五

（
＋－

）

三
・
二

八
〇

（
＋－

）

四
・
〇

八
五

（
＋－

）

四
・
〇

九
〇

（
＋－
）

四
・
〇

九
五

（
＋－
）

四
・
〇

一
〇
〇

（
＋－

）

四
・
〇

一
一
〇

（
＋－

）

四
・
八

一
二
〇

（
＋－

）

四
・
八

一
三
〇

（
＋－

）

四
・
八

一
四
〇

（
＋－

）

六
・
五

一
五
〇

（
＋－

）

六
・
五

一
六
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

一
七
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

一
八
〇

（
＋－

）

一
〇
・
〇

二
〇
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

二
二
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

二
四
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

二
六
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

二
八
〇

（
＋－

）

一
五
・
〇

三
〇
〇

（
＋－

）

二
〇
・
〇

三
二
〇

（
＋－

）

二
〇
・
〇

三
四
〇

（
＋－

）

二
〇
・
〇

三
六
〇

（
＋－

）

二
〇
・
〇

四
〇
〇

（
＋－

）

三
〇
・
〇

四
四
〇

（
＋－

）

三
〇
・
〇

四
八
〇

（
＋－

）

三
〇
・
〇

五
二
〇

（
＋－

）

三
〇
・
〇

九
　
発
振
線
整
度
試
験
は
、
記
録
紙
を
用
い
る
魚
群
探

知
機
に
つ
き
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
定
格
電
圧
（
漁

船
に
装
備
す
る
前
に
行
う
試
験
に
あ
つ
て
は
、
交
流

に
あ
つ
て
は
定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
九

十
パ
ー
セ
ン
ト
、
直
流
に
あ
つ
て
は
定
格
電
圧
が
百

ボ
ル
ト
未
満
の
場
合
定
格
電
圧
の
百
二
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
及
び
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
百
ボ
ル
ト
以
上
の
場

合
定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
電
源
電
圧
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
電
源
電

圧
）
に
お
け
る
作
動
状
態
に
お
い
て
行
う
も
の
と

し
、
当
該
魚
群
探
知
機
の
最
浅
レ
ン
ジ
に
お
け
る
発

振
線
に
〇
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
お
う
と
つ
が

な
い
こ
と
。

十
　
利
得
変
化
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
交
流
に

あ
つ
て
は
定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
直
流
に
あ
つ
て
は
定
格
電
圧
が
百
ボ

ル
ト
未
満
の
場
合
定
格
電
圧
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
及
び
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
百
ボ
ル
ト
以
上
の
場
合

定
格
電
圧
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
電
源
電
圧
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
電
源
電
圧
に

お
け
る
作
動
状
態
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、
反
響

余
裕
値
が
定
格
電
圧
に
お
け
る
値
か
ら
五
デ
シ
ベ
ル

を
こ
え
て
増
減
し
な
い
こ
と
。

十
一
　
指
向
性
試
験
は
、
水
中
に
当
該
魚
群
探
知
機
の

送
受
波
器
を
設
置
し
、
そ
の
公
称
発
振
周
波
数
に
よ

り
発
振
さ
せ
、
当
該
送
受
波
器
の
近
距
離
音
場
外
で

あ
つ
て
、
当
該
送
受
波
器
か
ら
一
定
の
距
離
の
点
に

お
け
る
音
圧
を
測
定
し
て
行
う
も
の
と
し
、
送
受
波

器
の
指
向
性
主
軸
に
対
し
て
八
十
度
以
上
百
度
以
下

の
範
囲
に
お
け
る
音
圧
が
当
該
送
受
波
器
の
指
向
性

主
軸
上
の
音
圧
に
対
し
デ
シ
ベ
ル
換
算
値
で
二
十
五

デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
送
信
パ
ル
ス
幅
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を

規
定
の
作
動
状
態
に
お
い
て
送
信
電
圧
パ
ル
ス
波
形

を
測
定
し
て
行
う
も
の
と
し
、
電
圧
が
尖
頭
値
か
ら

そ
の
二
分
の
一
に
な
る
ま
で
の
時
間
は
十
ミ
リ
セ
カ

ン
ド
以
下
で
あ
る
こ
と
。

十
三
　
探
知
能
力
試
験
は
、
水
中
に
当
該
魚
群
探
知
機

の
送
波
器
を
設
置
し
、
当
該
送
波
器
の
指
向
性
主
軸

上
で
あ
つ
て
近
距
離
音
場
外
の
点
に
お
い
て
規
定
の

作
動
状
態
に
お
け
る
送
波
音
圧
を
測
定
し
て
行
う
も

の
と
し
、
測
定
し
た
送
波
音
圧
を
送
波
音
圧
レ
ベ
ル

に
換
算
し
、
そ
の
値
が
次
の
算
式
に
よ
る
計
算
値

（
ＰＳ１
）
よ
り
二
十
デ
シ
ベ
ル
以
上
高
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ＰＳ１＝

４
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

Ｘ
＋
２α

Ｘ－

２
０
ｌ

ｏ
ｇ
１
０

ｆ
＋
１
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０Δ

ｆ－

Ｇ
Ｒ

＋
２
３
５

ＰＳ１
は
、
送
波
音
圧
レ
ベ
ル
の
計
算
値
（
デ
シ
ベ

ル
）

Ｘ
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
の
公
称
最
大
探
知
距
離

（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

ｆ
は
、
音
波
の
発
振
周
波
数
（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）

Δ

ｆ
は
、
第
七
号
の
受
信
系
帯
域
幅
試
験
で
求

め
ら
れ
る
受
信
系
帯
域
幅
（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）

Ｇ
Ｒ
は
、
受
波
器
の
指
向
性
選
波
率
（
デ
シ
ベ

ル
）

α

は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
１
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
当
た
り
の
音
波
の
吸
収
係
数
（
デ
シ
ベ

ル
）

α
＝

０
．
１
１
ｆ
＋
（
２
２
ｆ
２
／
（
４
１
０
０

＋
ｆ
２

）
）
＋
０
．
０
０
０
２
３
８
ｆ
２

２
　
前
項
に
規
定
す
る
試
験
の
う
ち
、
送
信
周
波
数
試

験
、
振
動
試
験
、
衝
撃
試
験
、
耐
熱
耐
寒
試
験
、
耐
湿

試
験
、
指
示
確
度
試
験
、
受
信
系
帯
域
幅
試
験
、
受
信

系
帯
域
幅
外
減
衰
試
験
、
利
得
変
化
試
験
、
指
向
性
試

験
、
送
信
パ
ル
ス
幅
試
験
及
び
探
知
能
力
試
験
は
、
そ

の
試
験
に
係
る
魚
群
探
知
機
を
漁
船
に
装
備
す
る
前

に
、
発
振
線
整
度
試
験
は
、
当
該
魚
群
探
知
機
を
漁
船

に
装
備
す
る
前
及
び
装
備
し
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も

の
と
す
る
。

第
二
節
　
うヽ
ずヽ
巻
ポ
ン
プ

第
十
六
条
　
漁
船
の
うヽ
ずヽ
巻
ポ
ン
プ
（
以
下
「
ポ
ン
プ
」

と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
及
び
構
造

に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
十
八
条
に
掲

げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格
と
す

る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
十
七
条
　
ポ
ン
プ
の
構
造
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す

る
。

一
　
胴
殻
、
羽
根
車
及
び
案
内
羽
根
の
材
質
が
特
殊
青

銅
又
は
青
銅
で
あ
る
こ
と
。
但
し
、
胴
殻
の
材
質

は
、
鋳
鉄
で
あ
つ
て
も
よ
い
。
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二
　
車
軸
の
材
質
が
ネ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ス
又
は
特
殊
鋼
で

あ
る
こ
と
。

三
　
片
吸
込
ポ
ン
プ
に
あ
つ
て
は
、
自
動
平
衡
盤
又
は

推
力
軸
受
そ
の
他
に
よ
り
推
力
の
防
止
方
法
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
十
八
条
　
ポ
ン
プ
の
性
能
は
、
運
転
試
験
及
び
温
度
上

昇
試
験
並
び
に
解
放
検
査
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
運
転
試
験
は
、
最
高
揚
水
量
の
五
分
の
一
、
五
分

の
二
、
五
分
の
三
、
五
分
の
四
及
び
最
高
揚
水
量
で

連
続
一
時
間
以
上
行
う
も
の
と
し
、
左
の
第
一
表
の

算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
効
率
が
左
の
第
二
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
吐
出
口
径
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下

欄
に
掲
げ
る
揚
水
量
及
び
揚
程
の
と
き
に
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
と
な
り
、
各
揚
水
量
に
つ
い
て
測
定
し

た
回
転
数
、
揚
程
、
所
要
出
力
及
び
効
率
に
つ
い
て

の
特
性
曲
線
が
極
端
な
変
動
を
示
さ
な
い
こ
と
。

第
一
表

ポ
ン
プ
の
効
率＝

（
Ｗ×

Ｑ×

Ｈ
）
／
（
６
，
１
２

０×

Ｓ
）

Ｗ
は
、
揚
水
質
量
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト

ル
）

Ｑ
は
、
揚
水
量
（
立
方
メ
ー
ト
ル
／
分
）

Ｈ
は
、
揚
程
（
メ
ー
ト
ル
）

Ｓ
は
、
ポ
ン
プ
の
所
要
出
力
（
キ
ロ
ワ
ツ
ト
）

第
二
表

吐
出
口
径
（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）

揚
水
量
（
立
方
メ
ー

ト
ル
／
分
）

揚
程
（
メ
ー
ト

ル
）

二
五

〇
・
一
以
上

八
以
上

五
〇

〇
・
二
以
上

八
以
上

七
五

〇
・
六
以
上

一
〇
以
上

一
〇
〇

一
・
二
以
上

一
二
以
上

一
二
五

一
・
八
以
上

一
三
以
上

一
五
〇

二
・
五
以
上

一
五
以
上

二
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
行
う

も
の
と
し
、
軸
受
及
び
パ
ツ
キ
ン
グ
押
え
の
温
度
が

周
囲
の
気
温
に
比
し
、
摂
氏
四
十
度
以
上
上
昇
し
な

い
こ
と
。

三
　
解
放
検
査
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
行
う
も
の

と
し
、
各
部
の
材
料
、
構
造
、
工
作
及
び
寸
法
に
異

状
が
な
い
こ
と
。

第
四
章
　
漁
獲
物
の
保
蔵
設
備

第
一
節
　
魚
そ
う
の
防
熱
設
備

第
十
九
条
　
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
は
、
検
査
の
結
果
、
材

料
に
つ
い
て
は
次
条
、
構
造
に
つ
い
て
は
第
十
九
条
の

三
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格

と
す
る
。

（
材
料
）

第
十
九
条
の
二
　
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
の
材
料
の
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
断
熱
材
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
温
度
零
度
に
お
け
る
熱
伝
導
率
が
〇
・
〇
六
四

ワ
ツ
ト
毎
メ
ー
ト
ル
毎
度
以
下
で
あ
り
、
比
重
が

〇
・
二
五
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
断
熱
材
の
使
用
箇
所

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
温
度
の

範
囲
（
以
下
「
断
熱
材
の
耐
用
温
度
範
囲
」
と
い

う
。
）
内
で
、
断
熱
性
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
変
質
又
は
変
形
を
起
さ
ず
、
か
つ
、
不
燃
性

又
は
難
燃
性
で
あ
る
こ
と
。

断
熱
材
の
使
用
箇
所

温
度
の
範
囲
（
度
）

日
光
に
直
接
ば
く
露

す
る
鋼
板
に
接
す

る
部
分

八
五
以
下
零
下
四
〇

以
上

そ
の
他
の
部
分

六
五
以
下
零
下
四
〇

以
上

ハ
　
吸
水
性
が
な
い
か
又
は
そ
の
表
面
に
防
水
処
理

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
天
井
お
よ
び

周
壁
の
上
部
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

保
水
性
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

ニ
　
毒
性
又
は
有
害
な
臭
気
が
な
く
、
当
該
断
熱
材

に
近
接
す
る
部
分
の
材
質
を
侵
さ
ず
、
か
つ
、
防

腐
剤
、
塗
料
等
に
よ
り
侵
さ
れ
な
い
こ
と
。

二
　
木
材
は
、
十
分
に
乾
燥
さ
れ
た
も
の
で
、
有
害
な

腐
れ
又
は
傷
が
な
く
、
内
張
板
と
し
て
使
用
す
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
著
し
い
死
節
又
は
割
れ
そ
の
他
の

欠
点
が
な
く
、
か
つ
、
耐
し
よ
く
性
を
有
す
る
も
の

で
あ
り
、
下
板
及
び
根
太
に
あ
つ
て
は
、
全
面
に
防

腐
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
防
水
紙
は
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
」
と

い
う
。
）
Ａ
六
〇
〇
五
号
に
規
定
す
る
ア
ス
フ
ア
ル

ト
ル
ー
フ
イ
ン
グ
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
防
湿
性

及
び
耐
通
気
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
金
属
製
の
く
ぎ
、
ボ
ル
ト
、
開
閉
具
等
は
、
腐
し

よ
く
の
お
そ
れ
が
な
い
か
又
は
亜
鉛
め
つ
き
若
し
く

は
そ
の
他
の
適
当
な
防
し
よ
く
処
理
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

五
　
内
張
板
、
根
太
及
び
下
板
が
木
材
以
外
の
も
の
で

あ
る
か
又
は
く
ぎ
、
ボ
ル
ト
、
開
閉
具
等
が
金
属
以

外
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
材
料
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
箇
所
に
使
用
さ
れ
る
木
材
又
は
金
属
と
同

等
以
上
の
強
さ
を
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
使
用
箇
所
に
応
じ
断
熱
材
の
耐
用
温
度
範

囲
内
で
著
し
い
変
質
又
は
変
形
を
起
さ
ず
、
不
燃

性
又
は
難
燃
性
で
あ
り
、
耐
し
よ
く
性
を
有
し
、

か
つ
、
老
化
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
毒
性
又
は
有
害
な
臭
気
が
な
く
、
そ
れ
ら
に
近

接
す
る
部
分
の
材
質
を
侵
さ
ず
、
か
つ
、
防
腐

剤
、
塗
料
等
に
よ
り
侵
さ
れ
な
い
こ
と
。

ニ
　
工
作
が
容
易
で
、
か
つ
、
工
作
に
伴
う
危
険
性

が
な
く
、
仕
上
が
り
後
に
お
い
て
吸
水
性
が
な

く
、
内
張
板
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
通

水
性
又
は
通
気
性
が
な
く
、
仕
上
が
り
後
の
表
面

が
な
る
べ
く
平
滑
で
あ
る
こ
と
。

六
　
内
張
板
の
表
面
に
塗
料
又
は
金
属
板
で
耐
水
被
覆

を
施
す
場
合
に
お
け
る
当
該
材
料
は
、
毒
性
又
は
有

害
な
臭
気
が
な
く
、
そ
の
使
用
箇
所
に
応
じ
、
断
熱

材
の
耐
用
温
度
範
囲
内
で
有
害
な
変
質
又
は
変
形
を

起
さ
ず
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
表
面
が
な
る
べ
く
平
滑
で
、
清
掃
が
容
易
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。

（
構
造
）

第
十
九
条
の
三
　
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
の
構
造
の
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
冷
温
度
（
漁

獲
物
を
保
蔵
し
、
又
は
冷
蔵
す
る
の
に
必
要
な
魚
そ
う

の
標
準
温
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
零
下
十
度
よ

り
低
い
魚
そ
う
を
除
き
、
総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
未
満
の

鋼
製
漁
船
（
一
回
の
操
業
日
数
が
三
十
日
以
上
の
漁
船

を
除
く
。
）
、
総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
の
鋼
製
漁
船
で

一
回
の
操
業
日
数
が
三
日
以
内
の
も
の
、
総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
未
満
の
木
製
漁
船
、
総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上

の
木
製
漁
船
で
一
回
の
操
業
日
数
が
五
日
以
内
の
も

の
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
漁
船
及
び
海
水
温
度
が
十
五
度
以
下
の

海
面
で
操
業
す
る
漁
船
の
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
は
、
そ

の
漁
船
が
従
事
す
る
漁
業
の
種
類
及
び
用
途
並
び
に
一

回
の
操
業
日
数
に
応
じ
、
十
分
な
防
熱
効
果
を
有
し
、

か
つ
、
船
体
そ
の
他
の
設
備
に
害
を
与
え
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
よ
い
。

一
　
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
の
配
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
鋼
製
漁
船
の
魚
そ
う
及
び
木
製
漁
船
の
保
冷
温

度
が
零
下
十
度
よ
り
低
い
魚
そ
う
に
あ
つ
て
は
、

天
井
、
船
側
、
隔
壁
及
び
床
に
防
熱
設
備
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
（
魚
そ
う
内
に
鋼
製
の
甲
板
下

ガ
ー
ダ
ー
、
ピ
ラ
ー
、
ブ
ラ
ケ
ツ
ト
、
船
側
縦
通

材
そ
の
他
の
部
分
が
突
出
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

が
断
熱
材
又
は
木
材
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
）

ロ
　
木
製
漁
船
の
魚
そ
う
（
保
冷
温
度
が
零
下
十
度

よ
り
低
い
魚
そ
う
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
天

井
、
船
側
及
び
機
関
室
に
接
す
る
端
隔
壁
に
防
熱

設
備
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
防
熱
設
備
の
構
成
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

位
置
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
と
お

り
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
性
能
が
著
し
く
す

ぐ
れ
、
か
つ
、
十
分
な
強
度
を
有
す
る
断
熱
材
が
配

置
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
け
る
空
所
、
下
板
、
防
水

紙
及
び
内
張
板
の
全
部
又
は
一
部
、
鋼
船
の
船
側
、

鋼
製
端
隔
壁
及
び
木
甲
板
が
張
ら
れ
て
い
な
い
ば
く

露
甲
板
に
接
す
る
空
所
並
び
に
そ
の
他
の
甲
板
、
外

板
、
内
底
板
及
び
隔
壁
板
（
以
下
「
甲
板
等
」
と
い

う
。
）
に
接
す
る
空
所
及
び
当
該
空
所
が
設
け
ら
れ

な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
甲
板
等
に
接
す
る
下
板

は
、
省
略
し
て
も
よ
い
。

位
置

構
成

天
井、船側、床、鋼製隔壁

甲
板、外板、内底板、隔壁板

空
所

下
板

防
水紙

断
熱材

防
水紙

内
張板

木
製隔壁

隔
壁板

防
水紙

断
熱材

防
水紙

内
張板

　

備
考

防
水
紙
は
、
断
熱
材
の
両
側
の
全
面
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三
　
断
熱
材
の
厚
さ
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
防
熱
設
備
を
設
備
す
る
箇
所
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
厚
さ
以
上
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
凍
結
そ
う
又
は
か
つ
お
釣
漁
船
の
氷

そ
う
で
あ
つ
て
保
冷
温
度
が
等
し
い
魚
そ
う
の
間
の

木
製
仕
切
隔
壁
の
断
熱
材
、
木
船
の
フ
レ
ー
ム
の
内

側
又
は
ビ
ー
ム
の
下
側
に
配
置
さ
れ
る
断
熱
材
並
び

に
そ
の
冷
凍
設
備
が
第
二
十
三
条
第
一
号
及
び
第
三

号
の
標
準
を
超
え
る
魚
そ
う
に
お
け
る
断
熱
材
の
厚

さ
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
厚
さ
か
ら
適
当
に
減
じ
て
も

よ
い
。

区
分

断
熱
材
の
厚
さ
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
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漁
船の種類

魚
そ
う
の
保

冷

温

度

（
度
）

天
井、船側、床、端隔壁

機
関室に接する端隔壁

ス
チフナーのない側の鋼製仕切隔壁

ス
チフナーのある側の鋼製仕切隔壁、甲板口の防熱内ぶた

木
製仕切隔壁

総
トン数二百トン以上の鋼製のかつお釣漁船及び冷

零
下

三
〇

一
七五

二
〇〇

五
〇

七
五

一
〇〇

零
下

一
七

一
五〇

一
七五

五
〇

五
〇

七
五

零
下

五

一
〇〇

一
二五

二
五

五
〇

五
〇

　

三

七
五

一
〇〇

二
五

五
〇

五
〇

蔵運搬漁船、トロール漁船
総
トン数百トン以上の鋼製のまぐろはえなわ漁船及びさば釣漁船

操
業日数が三十日

以上の鋼製漁船
総
トン数五十トン以上で一回の操業日数が三日を超え三十日以内の鋼製漁船

零
下

三
〇

一
五〇

一
七五

五
〇

五
〇

七
五

零
下

一
七

一
〇〇

一
五〇

二
五

五
〇

五
〇

零
下

五

七
五

一
〇〇

―

五
〇

二
五

　

三

五
〇

七
五

―

五
〇

二
五

総
トン数百五十トン以上

零
下

一
〇

一
〇〇

一
二五

二
五

五
〇

五
〇

零
下

三

七
五

一
〇〇

―

五
〇

―

　

五

五
〇

七
五

―

二
五

―

の木製のかつお釣漁船
総
トン数百トン以上の木製のまぐろはえなわ漁船、さば釣漁船及び冷蔵運搬漁船
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総
トン数五十トン以上で一回の操業日数が五日を超える木製漁船

零
下

三

五
〇

七
五

―

二
五

―

　

五

五
〇

五
〇

―

二
五

―

そ
の他の漁船

零
下

一
七

一
〇〇

一
五〇

二
五

五
〇

五
〇

零
下

一
〇

一
〇〇

一
二五

二
五

五
〇

五
〇

備
考

一
　
断
熱
材
の
厚
さ
は
、
炭
化
コ
ル
ク
板
の
厚
さ
と
し
、
炭

化
コ
ル
ク
板
以
外
の
断
熱
材
の
厚
さ
は
、
熱
伝
導
率
及
び

熱
容
量
に
つ
い
て
こ
の
表
に
掲
げ
る
厚
さ
と
同
等
以
上
の

効
力
が
あ
る
厚
さ
と
す
る
。
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同

様
と
す
る
。
）

二
　
魚
そ
う
の
保
冷
温
度
が
こ
の
表
と
異
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

三
　
保
冷
温
度
の
異
る
魚
そ
う
の
間
の
仕
切
隔
壁
の
断
熱
材

の
厚
さ
は
、
保
冷
温
度
の
低
い
魚
そ
う
の
仕
切
隔
壁
の
断

熱
材
の
厚
さ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

四
　
次
に
掲
げ
る
断
熱
材
の
厚
さ
は
、
第
三
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
表
の
厚
さ
に
二
十
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
鋼
船
の
甲
板
等
と
下
板
の
間
の
空
所
の
厚
さ
が

十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
か
又
は
五
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
箇
所

の
断
熱
材
（
当
該
箇
所
の
フ
レ
ー
ム
、
ビ
ー
ム
、

ス
チ
フ
ナ
ー
、
縦
通
材
及
び
フ
ロ
ア
の
内
側
の
断

熱
材
の
厚
さ
が
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
厚
さ
六
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
木
甲
板
が

張
ら
れ
て
い
な
い
ば
く
露
甲
板
下
の
断
熱
材

五
　
保
冷
温
度
が
零
下
十
七
度
以
下
の
鋼
製
漁
船
の
魚

そ
う
に
あ
つ
て
は
、
フ
レ
ー
ム
、
ビ
ー
ム
、
ス
チ
フ

ナ
ー
、
縦
通
材
及
び
フ
ロ
ア
の
内
側
に
五
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
厚
さ
の
断
熱
材
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

六
　
断
熱
材
は
、
船
の
動
揺
、
振
動
等
に
よ
り
移
動
し

な
い
よ
う
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
根
太
は
、
内
張
板
又
は
下
板
を
強
固
に
保
持
す
る

よ
う
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
太
さ
は
、
こ
れ
ら
を
有
効

に
固
着
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
床
及
び
周
壁
部
の
内

張
板
を
保
持
す
る
根
太
の
心
距
は
、
七
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

八
　
根
太
は
、
フ
レ
ー
ム
、
ビ
ー
ム
、
ス
チ
フ
ナ
ー
そ

の
他
の
船
体
構
造
部
材
（
以
下
「
フ
レ
ー
ム
等
」
と

い
う
。
）
に
く
ぎ
又
は
ボ
ル
ト
で
強
固
に
固
着
さ
れ

て
あ
り
、
鋼
製
の
フ
レ
ー
ム
等
に
根
太
を
ボ
ル
ト
で

固
着
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
穴
を
あ
け

ず
に
ボ
ル
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

九
　
甲
板
等
と
下
板
と
の
間
に
設
け
ら
れ
る
空
所
の
厚

さ
は
、
お
お
む
ね
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

十
　
防
熱
設
備
の
油
そ
う
に
隣
接
す
る
部
分
に
は
、
前

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
さ
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
空
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
油
そ
う
の
鋼
材
の
防
熱
設
備
に
隣
接
す
る
部
分

に
厚
さ
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
油
密
被
覆
が
施

さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

十
一
　
内
張
板
の
厚
さ
（
水
密
構
造
で
な
い
部
分
の
内

張
板
で
あ
つ
て
、
一
枚
の
板
の
厚
さ
が
十
六
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
を
二
枚
以
上
重
ね
て
用
い

る
場
合
（
縦
縁
を
さ
ね
は
ぎ
と
し
た
も
の
を
表
面
に

用
い
て
二
枚
以
上
重
ね
、
そ
の
間
に
防
水
紙
を
挿
入

し
た
構
造
の
も
の
を
用
い
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、

そ
の
合
計
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
そ
の
使
用
す
る
箇
所
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
厚
さ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

区
分

内
張
板
の
厚
さ
（
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）

魚
そうの種類

魚
そ
う

の
深

さ（

メ
ー
ト

ル
）

床

船
側
、
隔
壁

天
井

水
密構造の部分

そ
の他の部分

活
魚そう、水漬そう、予冷そう、冷海水製造そう

一
・
八

未
満

五
〇

四
〇

―

三
五

一
・
八

以
上

二
・

七
未

満

五
〇

四
五

―

四
〇

二
・
七

以
上

五
五

五
〇

―

四
〇

凍
結そう、凍結魚そう

一
・
八

未
満

四
五

四
〇

三
〇

二
五

一
・
八

以
上

二
・

七
未

満

四
五

四
〇

三
〇

三
〇

二
・
七

以
上

五
〇

四
五

三
五

三
〇

そ
の他の魚そう

一
・
八

未
満

四
五

四
〇

三
〇

二
五

一
・
八

以
上

二
・

五
〇

四
五

三
〇

三
〇

七
未

満
二
・
七

以
上

五
五

五
〇

三
五

三
〇

備
考

一
　
魚
そ
う
の
深
さ
と
は
、
床
の
内
張
板
の
上
面

か
ら
天
井
の
内
張
板
の
下
面
ま
で
の
深
さ
の
う

ち
最
大
の
も
の
を
い
う
。

二
　
こ
の
表
の
内
張
板
の
厚
さ
は
、
杉
を
用
い
る

場
合
の
厚
さ
と
し
、
そ
れ
以
外
の
木
材
を
用
い

る
場
合
の
内
張
板
の
厚
さ
は
、
そ
の
強
さ
が
こ

の
表
に
掲
げ
る
厚
さ
の
杉
板
と
同
等
以
上
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
通
水
性
が
当
該
杉
板
と
同
等

で
あ
る
か
又
は
こ
れ
よ
り
低
い
厚
さ
と
す
る
。

十
二
　
内
張
板
は
、
く
ぎ
又
は
ボ
ル
ト
で
根
太
又
は
フ

レ
ー
ム
等
に
強
固
に
取
り
付
け
ら
れ
、
か
つ
、
密
に

張
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
三
　
活
魚
そ
う
、
水
漬
そ
う
、
予
冷
そ
う
及
び
冷
海

水
製
造
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
面
が
、
そ
の
他

の
魚
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
床
面
並
び
に
床
面
か

ら
魚
そ
う
の
深
さ
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
高
さ

（
そ
の
深
さ
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
未
満
の
魚
そ
う
に

あ
つ
て
は
、
床
面
か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
）
ま
で
の
船
側
及
び
隔
壁
の
部
分
が
水
密
構
造
で

あ
り
、
か
つ
、
鋼
船
の
魚
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
魚
そ
う
の
種
類
に
応
じ
、
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
気
密
試
験
を
行
な

い
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。魚

そ

う

の

種

類

気
密
試
験
の
方

法

基
準

活

魚

そ

う

、

水

漬

そ
う
、

予

冷

そ

う

及

び

冷

海

水

製

造

そ

う

防
熱
設
備
内
に

圧
力
が
〇
・

〇
〇
三
九
メ

ガ
パ
ス
カ
ル

の
空
気
を
封

入
し
て
行
な

う
。

圧
力
が
〇
・
〇

〇
三
九
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
か

ら
〇
・
〇
〇

〇
四
九
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
ま

で
降
下
す
る

に
要
す
る
時

間
が
四
分
以

上
で
あ
る
こ

と
。

そ

の

他

の

魚

そ
う

防
熱
設
備
内
に

圧
力
が
〇
・

〇
〇
二
九
メ

空
気
の
漏
え
い

が
著
し
く
な

い
こ
と
。

13



ガ
パ
ス
カ
ル

の
空
気
を
注

入
し
て
行
な

う
。

十
四
　
下
板
の
厚
さ
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
魚

そ
う
の
深
さ
に
応
じ
、
そ
の
使
用
す
る
箇
所
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
厚
さ
以
上
で
あ
る
こ

と
。魚

そ

う

の

深

さ

（
メ
ー
ト

ル
）

下
板
の
厚
さ
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

床

そ

の

他

の

箇

所

単

底

構

造

の

場
合

そ

の

他

の

場

合

二

・

七

未

満

二
五

一
八

一
六

二

・

七

以

上

三
〇

二
三

備
考

こ
の
表
の
下
板
の
厚
さ
は
、
杉
を
用
い
る
場
合
の

厚
さ
と
し
、
そ
れ
以
外
の
木
材
を
用
い
る
場
合

の
下
板
の
厚
さ
は
、
そ
の
木
材
の
強
さ
が
こ
の

表
に
掲
げ
る
厚
さ
の
杉
板
と
同
等
以
上
で
あ
る

厚
さ
と
す
る
。

十
五
　
下
板
は
、
で
き
る
限
り
密
に
張
り
つ
め
ら
れ
、

根
太
又
は
フ
レ
ー
ム
等
に
固
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
六
　
魚
そ
う
の
甲
板
口
縁
材
が
鋼
製
の
も
の
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
内
面
又
は
外
面
が
厚
さ
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
木
材
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
甲
板
口
の
防
熱
内
ぶ
た
の
断
熱
材
の
厚
さ
が
第

三
号
に
定
め
る
厚
さ
よ
り
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以

上
厚
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
七
　
魚
そ
う
の
甲
板
口
に
は
、
防
熱
内
ぶ
た
が
設
け

ら
れ
、
甲
板
口
縁
材
に
接
す
る
箇
所
が
ゴ
ム
、
皮
そ

の
他
適
当
な
材
料
で
気
密
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
八
　
防
熱
隔
壁
に
設
け
る
出
入
口
に
は
、
堅
固
な
戸

わ
く
が
取
り
付
け
ら
れ
、
こ
れ
に
十
分
な
強
度
を
有

し
、
か
つ
、
戸
の
両
側
で
操
作
で
き
る
開
閉
締
具
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
有
効
な
防
熱
戸
が
設
け
ら

れ
、
戸
わ
く
に
接
す
る
箇
所
が
ゴ
ム
、
皮
そ
の
他
適

当
な
材
料
で
気
密
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

開
閉
締
具
は
、
作
業
員
が
閉
じ
こ
め
ら
れ
な
い
よ
う

に
適
当
な
警
報
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
一
方
で
の
み
操
作
で
き
る
も
の
で
よ
い
。

十
九
　
魚
そ
う
の
床
又
は
隔
壁
に
二
重
底
の
部
分
、
深

水
そ
う
又
は
深
油
そ
う
の
出
入
口
と
し
て
設
け
ら
れ

た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
周
縁
に
は
縁
材
が
設
け
ら
れ
、
か

つ
、
当
該
箇
所
の
防
熱
設
備
が
容
易
に
取
り
は
ず
し

う
る
よ
う
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
十
　
魚
そ
う
の
排
水
装
置
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

イ
　
魚
そ
う
の
床
面
は
、
ビ
ル
ジ
の
排
出
を
容
易
に

す
る
た
め
、
適
当
に
傾
斜
し
て
お
り
、
か
つ
、
こ

れ
に
堅
固
な
敷
板
又
は
格
子
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

ロ
　
魚
そ
う
に
は
、
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
が
設
け
ら
れ
、

当
該
魚
そ
う
内
の
ビ
ル
ジ
が
こ
れ
に
流
入
す
る
よ

う
に
設
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ビ
ル
ジ

ウ
エ
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
他
の
魚
そ
う
と
保
冷

温
度
が
等
し
い
魚
そ
う
で
あ
つ
て
当
該
魚
そ
う
の

ビ
ル
ジ
が
そ
の
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
に
流
入
す
る
よ
う

に
設
備
さ
れ
て
い
る
も
の
、
ビ
ル
ジ
排
出
口
が
設

け
ら
れ
て
い
る
甲
板
上
の
魚
そ
う
並
び
に
ビ
ル
ジ

吸
引
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
活
魚
そ
う
、
水
漬
そ

う
、
予
冷
そ
う
、
冷
海
水
製
造
そ
う
、
床
面
積

四
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
魚
そ
う
及
び
木
船

の
魚
そ
う
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
に
は
、
防
熱
ぶ
た
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
防
熱
設
備
が
施
さ
れ
て

い
る
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

ニ
　
鋼
船
で
あ
つ
て
、
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
が
外
板
又
は

機
関
室
隔
壁
に
接
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
ビ
ル

ジ
ウ
エ
ル
と
魚
そ
う
内
の
空
気
が
相
互
に
流
通
し

な
い
よ
う
な
装
置
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
そ
の
ビ
ル
ジ
ウ
エ
ル
に
有
効
な
防
熱
設
備
が

施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

ホ
　
魚
そ
う
の
船
底
、
船
側
、
隔
壁
等
の
防
熱
設
備

内
の
ビ
ル
ジ
の
た
ま
る
空
所
は
、
ビ
ル
ジ
を
排
出

で
き
る
よ
う
に
設
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
一
　
ビ
ル
ジ
管
、
清
水
管
、
測
深
管
、
空
気
管
そ

の
他
の
管
は
、
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
の
効
果
を
で
き

る
限
り
減
じ
な
い
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
か
つ
、
有
効

に
防
熱
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
腐
し
よ
く
の
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
亜
鉛
め
つ
き
ま
た
は

そ
の
他
の
防
し
よ
く
処
理
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
。

二
十
二
　
冷
却
コ
イ
ル
が
配
管
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
冷
却
コ
イ
ル
に
漁
獲
物
が
直
接
触
れ
な
い

よ
う
に
適
当
な
保
護
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

二
十
三
　
中
た
な
又
は
冷
却
コ
イ
ル
が
設
け
ら
れ
て
い

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
を
保
持
す
る
た
め
の

金
具
、
根
太
そ
の
他
が
防
熱
設
備
の
効
果
を
減
じ
な

い
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
四
　
防
熱
設
備
に
近
接
し
て
い
る
鋼
材
の
部
分

は
、
十
分
に
さ
び
落
し
さ
れ
た
後
、
さ
び
止
め
塗
料

が
塗
布
さ
れ
て
い
る
か
又
は
そ
の
他
の
適
当
な
さ
び

止
め
処
理
が
施
さ
れ
、
木
材
の
部
分
は
、
適
当
な
防

腐
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
節
　
冷
凍
設
備

第
二
十
条
　
漁
船
の
冷
凍
設
備
（
ア
ン
モ
ニ
ア
、
フ
レ
オ

ン
又
は
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
を
冷
媒
と
し
て
使
用
す
る

も
の
を
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
に
つ

い
て
は
次
条
、
構
造
に
つ
い
て
は
第
二
十
二
条
、
装
備

に
つ
い
て
は
第
二
十
三
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
二
十

四
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合

格
と
す
る
。

（
材
料
）

第
二
十
一
条
　
冷
凍
設
備
の
材
料
の
基
準
は
、
左
の
通
り

と
す
る
。

一
　
冷
凍
設
備
の
主
要
部
分
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も

の
又
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

区
分

使
用
材
料

機

器

の

種

類

部
分

圧
縮
機

ク
ラ
ン
ク
軸

、
ピ
ス
ト

ン
ロ
ツ
ド

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
二

〇
一
号
の
鍛

鋼
品
Ｓ
Ｆ
四

四
〇
Ａ

シ
リ
ン
ダ
、

シ
リ
ン
ダ

カ
バ
ー
、

ピ
ス
ト
ン

、
ク
ラ
ン

ク
ケ
ー
ス

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
五
五

〇
一
号
の
鋳

鉄
品
Ｆ
Ｃ
二

〇
〇

ピ
ス
ト
ン
ピ

ン

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
〇

五
一
号
の
は

だ
焼
鋼

ば
ね

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
八

〇
一
号
の
ば

ね
鋼

油
分
離
器
、

液

分

離

器

及

び

受
液
器

胴
及
び
鏡
板

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
一

〇
一
号
の
一

般
構
造
用
圧

延
鋼
板

凝
縮
器

胴
及
び
管
板

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
一

〇
一
号
の
一

般
構
造
用
圧

延
鋼
板

冷
却
管

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四

五
二
号
の
配

管
用
炭
素
鋼

鋼
管

冷
却
コ
イ
ル
及
び
低
圧
部
の

連
絡
管

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四

五
二
号
の
配

管
用
炭
素
鋼

鋼
管

高
圧
部
の
連
絡
管

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四

五
二
号
の
配

管
用
炭
素
鋼

鋼
管

備
考
　
冷
媒
に
フ
レ
オ
ン
又
は
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ

ド
を
使
用
す
る
油
分
離
器
、
液
分
離
器
、
受
液

器
及
び
凝
縮
器
に
あ
つ
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
三
一

〇
〇
号
の
銅
板
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
三
三
〇
〇
号
の

継
目
無
銅
管
で
も
よ
い
。

二
　
予
冷
そヽ
うヽ
又
は
水
漬
そヽ
うヽ
の
冷
却
コ
イ
ル
及
び
液

分
離
器
並
び
に
そ
の
他
の
魚
そヽ
うヽ
の
底
部
の
冷
却
コ

イ
ル
の
外
面
が
亜
鉛
めヽ
つヽ
きヽ
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
鋼
管
及
び
鋼
板
の
冷
媒
に
接
す
る
部
分
が
亜
鉛
めヽ

つヽ
きヽ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

四
　
前
二
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
各
部
の
材
料
が
冷

媒
等
に
よ
つ
て
腐
しヽ
よヽ
くヽ
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
又

は
腐
しヽ
よヽ
くヽ
を
防
ぐ
た
め
適
当
な
処
置
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
但
し
、
冷
媒
に
接
す
る
部
分
で
あ
つ
て

軸
受
そ
の
他
の
常
時
油
膜
で
お
お
わ
れ
る
材
料
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
構
造
）

第
二
十
二
条
　
冷
凍
設
備
の
構
造
の
基
準
は
、
左
の
通
り

と
す
る
。

一
　
圧
縮
機
が
長
時
間
の
運
転
に
耐
え
る
よ
う
な
堅
固

な
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
必
要
な
操
作
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
内
径
四
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
油
分
離
器
及
び

液
分
離
器
の
胴
の
接
手
並
び
に
内
径
五
百
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
受
液
器
及
び
凝
縮
器
の
胴
の
接
手
が
突

合
せ
両
面
溶
接
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
油
分
離
器
及
び
液
分
離
器
が
そ
れ
ぞ
れ
冷
媒
中
に

含
む
潤
滑
油
又
は
液
を
十
分
分
離
で
き
る
構
造
で
あ

る
こ
と
。

四
　
油
分
離
器
及
び
液
分
離
器
の
胴
及
び
鏡
板
の
厚
さ

が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
胴
の
内
径
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ

と
。
但
し
、
胴
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四
五
二
号
の
配
管
用
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炭
素
鋼
鋼
管
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。胴

の
内
径
（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）

胴
及
び
鏡
板
の
厚
さ
（
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）

ア
ン
モ
ニ
ア

又
は
フ
レ

オ
ン
２
２

の
場
合

フ
レ
オ
ン
１

２
又
は
メ

チ
ル
ク
ロ

ラ
イ
ド
の

場
合

二
〇
〇
未
満

四
・
二

三
・
六

二
〇
〇
以
上
三

〇
〇
未
満

五
・
七

四
・
九

三
〇
〇
以
上
五

〇
〇
未
満

七
・
二

六
・
二

五
〇
〇
以
上
六

〇
〇
未
満

八
・
六

七
・
二

六
〇
〇
以
上
七

〇
〇
未
満

九
・
八

八
・
三

備
考
　
内
径
が
四
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

で
突
合
せ
両
面
溶
接
さ
れ
て
い
る
胴
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
表
の
値
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
内
を
減
じ
た
も
の
で
よ
い
。

五
　
凝
縮
器
が
冷
媒
ガ
ス
を
十
分
凝
縮
で
き
る
構
造
で

あ
り
、
且
つ
、
そ
の
胴
及
び
管
板
の
厚
さ
が
左
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
胴
の
内
径
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。
但
し
、

胴
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四
五
二
号
の
配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

胴
の
内

径（

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
）

胴
の
厚
さ
（
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）

管
板
の
厚
さ

（
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）

ア
ン
モ

ニ

ア

又

は

フ

レ

オ

ン

２

２

の

場

合

フ
レ
オ

ン

１

２

又

は

メ

チ

ル

ク

ロ

ラ

イ

ド

の

場
合

ア

ンモニア又はフレオン２２の

フ

レオン１２又はメチルクロライド

場合

の場合

二
〇
〇

未
満

四
・
二

三
・
六

二
五

一
九

二
〇
〇

以

上

三

〇

〇

未

満

五
・
七

四
・
九

三
〇
〇

以

上

四

〇

〇

未

満

七
・
二

六
・
二

四
〇
〇

以

上

六

〇

〇

未

満

八
・
七

七
・
五

六
〇
〇

以

上

七

〇

〇

未

満

九
・
八

八
・
三

三
二

二
五

七
〇
〇

以

上

八

〇

〇

未

満

一
一
・

〇

九
・
三

八
〇
〇

以

上

九

〇

〇

未

満

一
二
・

三

一
〇
・

四

九
〇
〇

以

上

一

、

〇

〇

〇

未

満

一
三
・

五

一
一
・

三

一
、
〇

〇

〇

以

上

一

、

一

〇

一
四
・

八

一
二
・

四

〇

未

満
備
考

一
　
こ
の
表
の
管
板
の
厚
さ
は
、
横
型
円
筒
多
管

式
鋼
板
製
で
管
端
が
拡
大
し
て
取
り
付
け
ら
れ

た
場
合
で
あ
つ
て
、
且
つ
、
管
の
外
径
が
ア
ン

モ
ニ
ア
を
使
用
す
る
も
の
で
胴
の
内
径
六
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
二
九

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
、
六
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
五
一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
も
の
、
フ
レ
オ
ン
又
は
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ

ド
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
二
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
の
場
合
の
値
を
示
す
。

二
　
内
径
が
五
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

で
突
合
せ
両
面
溶
接
さ
れ
て
い
る
胴
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
表
の
値
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
内
を
減
じ
た
も
の
で
よ
い
。

六
　
凝
縮
器
の
冷
却
管
の
厚
さ
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
冷
却
管
の
外
径
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

管
の
外
径
（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）

管
の
厚
さ
（
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
）

鋼
管
の
場
合

銅
管
の
場
合

一
五

一
・
八

一
・
二

二
〇

二
・
〇

一
・
二

二
五

二
・
三

一
・
四

三
〇

二
・
六

一
・
六

五
〇

二
・
九

一
・
八

七
　
受
液
器
が
必
要
な
冷
媒
を
十
分
収
容
で
き
る
容
量

を
有
す
る
構
造
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
胴
及
び
鏡
板

の
厚
さ
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
胴
の
内
径
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
以
上
で
あ

る
こ
と
。
但
し
、
胴
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
四
五
二
号
の
配

管
用
炭
素
鋼
鋼
管
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

胴
の
内
径
（
ミ

リ

メ

ー

ト

ル
）

　
胴
及
び
鏡
板
の
厚
さ
（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）

ア
ン
モ
ニ
ア

又
は
フ
レ

オ
ン
２
２

の
場
合

フ
レ
オ
ン
１

２
又
は
メ

チ
ル
ク
ロ

ラ
イ
ド
の

場
合

二
〇
〇
未
満

四
・
二

三
・
六

二
〇
〇
以
上
三

〇
〇
未
満

五
・
七

四
・
九

三
〇
〇
以
上
四

〇
〇
未
満

七
・
二

六
・
二

四
〇
〇
以
上
六

〇
〇
未
満

八
・
七

七
・
五

六
〇
〇
以
上
七

〇
〇
未
満

九
・
八

八
・
三

七
〇
〇
以
上
八

〇
〇
未
満

一
一
・
〇

九
・
三

八
〇
〇
以
上
九

〇
〇
未
満

一
二
・
三

一
〇
・
四

九
〇
〇
以
上
一

、
〇
〇
〇
未

満

一
三
・
五

一
一
・
三

一
、
〇
〇
〇
以

上
一
、
一
〇

〇
未
満

一
四
・
八

一
二
・
四

備
考
　
内
径
が
五
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も

の
で
突
合
せ
両
面
溶
接
さ
れ
て
い
る
胴
に
あ
つ

て
は
、
こ
の
表
の
値
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
内
を
減
じ
た
も
の
で
よ
い
。

（
装
備
）

第
二
十
三
条
　
冷
凍
設
備
の
装
備
の
基
準
は
、
左
の
通
り

と
す
る
。

一
　
冷
凍
設
備
は
、
直
接
膨
張
式
の
場
合
に
あ
つ
て
は

左
に
掲
げ
る
冷
凍
能
力
、
間
接
冷
却
式
の
場
合
に
あ

つ
て
は
左
に
掲
げ
る
冷
凍
能
力
に
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
冷
凍
能
力
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
標
準
と

す
る
。

イ
　
凍
結
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
凍
結
能
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
冷
凍
能
力

凍

結

能

力

（
ト
ン
／

二

十

四

時
間
）

冷
凍
能
力
（
日
本
標
準
冷
凍
ト

ン
）

空

気

冷

却

式

の

場

合

フ

ラ

ツ

ト

タ

ン

ク

式

の

場
合

ブ

ラ

イ

ン

漬

式

の

場
合

三

一
一

九

八

五

一
八

一
五

一
三

一
〇

三
五

三
〇

二
五

備
考
　
凍
結
能
力
が
こ
の
表
と
異
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の

と
す
る
。
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ロ
　
予
冷
そヽ
うヽ
又
は
冷
海
水
製
造
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て

は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
日
の
予
冷
量
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
冷
凍
能
力

一
日
の
予
冷
量
（
ト

ン
）

冷
凍
能
力
（
日
本
標
準

冷
凍
ト
ン
）

三

四
・
五

五

七
・
三

一
〇

一
四
・
五

備
考
　
一
日
の
予
冷
量
が
こ
の
表
と
異
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出
す
る

も
の
と
す
る
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
魚
そヽ
うヽ
に
あ

つ
て
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
魚
そヽ
うヽ
当

り
の
容
積
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ

る
冷
凍
能
力

一

魚

そヽ
うヽ

当

り

の

容

積

（
立
方
メ

ー
ト
ル
）

冷
凍
能
力
（
日
本
標
準
冷
凍
ト

ン
）

凍

結

魚

そヽ
うヽ

の

場

合

氷

蔵

を

主

と

す

る

魚

そヽ

うヽ

の

場
合

そ

の

他

の

魚

そヽ
うヽ

の

場

合

一
五

一

・

八

六

〇

・

三

一

〇

・

六

二

二
五

二

・

八

五

〇

・

四

七

〇

・

九

五

五
〇

四

・

六

五

〇

・

七

七

一

・

五

五

七
五

五

・

七

三

〇

・

九

五

一

・

九

一

一
〇
〇

六

・

五

七

一

・

〇

九

二

・

一

九

一
二
五

七

・

四

一

一

・

二

三

二

・

四

七

一
五
〇

八

・

〇

一

一

・

三

三

二

・

六

七

一
七
五

八

・

三

七

一

・

三

九

二

・

七

九

二
〇
〇

八

・

七

六

一

・

四

六

二

・

九

二

備
考
　
魚
そヽ
うヽ
の
容
積
が
こ
の
表
と
異
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出
す
る

も
の
と
す
る
。

二
　
冷
却
コ
イ
ル
が
魚
そヽ
うヽ
内
を
均
一
に
冷
却
で
き
、

且
つ
、
各
魚
そヽ
うヽ
が
同
一
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ら
各
魚
そヽ
うヽ
が
均
一
に
冷
却

で
き
る
よ
う
配
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
冷
却
コ
イ
ル
は
、
直
接
膨
張
式
の
場
合
に
あ
つ
て

は
左
に
掲
げ
る
長
さ
又
は
配
管
比
、
間
接
冷
却
式
の

場
合
に
あ
つ
て
は
左
に
掲
げ
る
長
さ
又
は
配
管
比
に

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
さ
又
は
配
管
比
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

イ
　
凍
結
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
凍
結
能
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
配
管
の
長
さ

凍

結

能

力

（
ト
ン
／

二

十

四

時
間
）

配
管
の
長
さ
（
メ
ー
ト
ル
）

空

気

冷

却

式

の

場

合

フ

ラ

ツ

ト

タ

ン

ク

式

の

場
合

ブ

ラ

イ

ン

漬

式

の

場
合

三

六
〇
〇

八
〇

七
五

五

一

、

〇

〇
〇

一
三
五

一
二
五

一
〇

二

、

〇

〇
〇

二
六
五

二
五
〇

備
考

一
　
こ
の
表
の
配
管
の
長
さ
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を

使
用
す
る
満
液
式
の
蒸
発
方
法
の
場
合
で
あ
つ

て
、
且
つ
、
空
気
冷
却
式
の
場
合
に
あ
つ
て
は

毎
秒
二
メ
ー
ト
ル
の
通
風
装
置
、
ブ
ラ
イ
ン
漬

式
の
場
合
に
あ
つ
て
は
毎
秒
〇
・
四
メ
ー
ト
ル

の
ブ
ラ
イ
ン
循
環
装
置
を
有
す
る
場
合
で
あ
つ

て
冷
却
コ
イ
ル
の
外
径
が
四
二
・
七
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
も
の
の
場
合
の
値
を
示
す
。

二
　
凍
結
能
力
が
こ
の
表
と
異
な
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と

す
る
。

ロ
　
予
冷
そヽ
うヽ
又
は
冷
海
水
製
造
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て

は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
容
積
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
配
管
比

容
積
（
立
方
メ
ー
ト

ル
）

配
管
比
（
メ
ー
ト
ル
／

立
方
メ
ー
ト
ル
）

三

一
四
・
〇

五

一
二
・
八

一
〇

一
〇
・
〇

一
五

八
・
〇

備
考

一
　
こ
の
表
の
配
管
比
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用

す
る
満
液
式
の
蒸
発
方
法
で
、
且
つ
、
毎
秒

〇
・
四
メ
ー
ト
ル
の
冷
海
水
循
環
装
置
を
有
す

る
場
合
で
あ
つ
て
、
冷
却
コ
イ
ル
の
外
径
が
三

四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
の
場
合
の
値
を
示

す
。

二
　
予
冷
そヽ
うヽ
又
は
冷
海
水
製
造
そヽ
うヽ
の
容
積
が

こ
の
表
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
間
挿

入
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
魚
そヽ
うヽ
に
あ

つ
て
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
魚
そヽ
うヽ
当

り
の
容
積
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ

る
配
管
比

一

魚
そヽ
うヽ

当
り
の

容

積

（

立

方

メ
ー
ト

ル
）

配
管
比
（
メ
ー
ト
ル
／
立
方
メ
ー

ト
ル
）

凍
結
魚
そヽ

うヽ
の

場

合

氷

蔵

を

主

と

す

る

魚

そヽ

うヽ

の

場
合

そ
の
他

の

魚

そヽ
うヽ

の

場

合

一
五

一
三
・
〇

〇

三

・

二

五

六
・
五

〇

二
五

一
二
・
〇

〇

三

・

〇

〇

六
・
〇

〇

五
〇

九
・
八
〇

二

・

四

五

四
・
九

〇

七
五

八
・
〇
〇

二

・

〇

〇

四
・
〇

〇

一
〇
〇

七
・
〇
〇

一

・

七

五

三
・
五

〇

一
二
五

六
・
二
〇

一

・

五

五

三
・
一

〇

一
五
〇

五
・
六
〇

一

・

四

〇

二
・
八

〇

一
七
五

五
・
〇
〇

一

・

二

五

二
・
五

〇

二
〇
〇

四
・
六
〇

一

・

一

五

二
・
三

〇

備
考

一
　
こ
の
表
の
配
管
比
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用

す
る
ヘ
ア
ピ
ン
型
で
、
通
風
を
行
わ
な
い
場
合

で
あ
つ
て
、
且
つ
、
冷
却
コ
イ
ル
の
外
径
が
四

二
・
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
の
場
合
の
値
を

示
す
。

二
　
一
魚
そヽ
うヽ
当
り
の
容
積
が
こ
の
表
と
異
な
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
中
間
挿
入
法
に
よ
り
算
出

す
る
も
の
と
す
る
。

四
　
魚
そヽ
うヽ
の
容
積
が
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
漁

船
又
は
魚
そヽ
うヽ
の
容
積
が
二
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
漁
船
で
あ
つ
て
凍
結
装
置
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
圧
縮
機
が
二
台
以
上
装
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
標
準
と
す
る
こ
と
。

五
　
間
接
冷
却
式
の
冷
凍
設
備
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

ブ
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
が
二
台
以
上
装
備
さ
れ
て
あ
り
、

且
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
容
量
が
最
大
の
使
用
状
態
に
お

け
る
圧
縮
機
の
能
力
に
対
し
、
十
分
で
あ
る
こ
と
。

六
　
各
魚
そヽ
うヽ
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
所
要
の
冷
却
温
度

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
膨
張
弁
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

七
　
ア
ン
モ
ニ
ア
又
は
メ
チ
ル
ク
ロ
ラ
イ
ド
を
使
用
す

る
冷
凍
設
備
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
高
圧
部
が
で
き
る

だ
け
機
関
室
、
通
路
及
び
作
業
室
か
ら
独
立
し
た
室

に
装
備
さ
れ
て
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
高
圧
部
の
不
凝

縮
ガ
ス
が
船
外
に
排
出
さ
れ
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

八
　
冷
凍
設
備
の
高
圧
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
室
に

は
、
常
に
換
気
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
通
風
機
が
備
え
ら
れ
て
あ
り
、
且
つ
、
ガ
ス
排
気

通
風
管
の
出
口
及
び
給
気
用
通
風
管
の
入
口
が
で
き

る
だ
け
ばヽ
くヽ
露
甲
板
か
ら
上
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

九
　
圧
縮
機
、
受
液
器
及
び
凝
縮
器
に
は
、
安
全
装
置

及
び
安
全
弁
の
噴
出
ガ
ス
が
船
外
又
は
冷
凍
設
備
の

低
圧
部
に
放
出
さ
れ
る
排
気
管
が
取
り
付
け
ら
れ
て

あ
り
、
且
つ
、
安
全
装
置
が
次
条
第
二
号
に
掲
げ
る

気
圧
試
験
圧
力
を
こ
え
な
い
範
囲
の
値
に
調
整
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

十
　
圧
縮
機
は
、
そ
の
軸
方
向
が
船
体
中
心
線
に
並
行

に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
標
準
と
す
る
。

十
一
　
圧
縮
機
の
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
及
び
オ
イ
ル
ド
ラ

ム
に
は
、
油
面
が
外
部
か
ら
容
易
に
見
え
る
よ
う
に

保
護
装
置
付
油
面
計
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

十
二
　
高
速
圧
縮
機
に
あ
つ
て
は
、
で
き
る
だ
け
冷
媒

の
高
圧
遮
断
装
置
及
び
油
圧
保
護
装
置
が
備
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

十
三
　
液
分
離
器
に
は
、
液
が
冷
却
コ
イ
ル
又
は
低
圧

の
受
液
器
に
連
続
的
に
還
元
さ
れ
る
装
置
が
備
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

十
四
　
受
液
器
に
は
、
器
内
の
液
面
が
外
部
か
ら
容
易

に
見
え
る
よ
う
に
保
護
装
置
付
液
面
計
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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十
五
　
フ
レ
オ
ン
を
使
用
す
る
冷
凍
設
備
の
受
液
器
か

ら
膨
張
弁
に
至
る
連
絡
管
に
は
、
冷
媒
中
に
含
ま
れ

る
水
分
又
は
きヽ
よヽ
うヽ
雑
物
を
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
除
去

で
き
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
六
　
魚
そヽ
うヽ
以
外
の
場
所
に
設
け
ら
れ
る
冷
却
コ
イ

ル
、
液
分
離
器
及
び
低
圧
部
の
連
絡
管
に
は
、
適
当

な
防
熱
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
二
十
四
条
　
冷
凍
設
備
の
性
能
は
、
漁
船
に
装
備
す
る

前
に
行
う
耐
圧
試
験
、
漏
えヽ
いヽ
試
験
、
運
転
試
験
、
真

空
試
験
及
び
解
放
検
査
並
び
に
漁
船
に
装
備
し
た
後
に

行
う
漏
えヽ
いヽ
試
験
、
冷
却
試
験
及
び
保
冷
試
験
に
よ
り

判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す

る
。

一
　
耐
圧
試
験
は
、
冷
却
コ
イ
ル
を
除
き
、
左
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
水
圧
又
は
油
圧
で
行
う
も
の
と
し
、
異
状

が
な
い
こ
と
。

区
分

水
圧
又
は
油
圧
（
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

ア
ン
モ
ニ
ア
又

は
フ
レ
オ
ン

２
２
の
場
合

フ
レ
オ
ン
１
２
又

は
メ
チ
ル
ク
ロ

ラ
イ
ド
の
場
合

高
圧
部

二
・
九
四

二
・
四
五

低
圧
部

一
・
四
七

一
・
四
七

二
　
漁
船
に
装
備
す
る
前
に
行
う
漏
えヽ
いヽ
試
験
は
、
前

号
の
試
験
の
直
後
に
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
気
圧
で
行

う
も
の
と
し
、
異
状
が
な
い
こ
と
。

区
分

気
圧
（
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

ア
ン
モ
ニ
ア
又

は
フ
レ
オ
ン

２
２
の
場
合

フ
レ
オ
ン
１
２
又

は
メ
チ
ル
ク
ロ

ラ
イ
ド
の
場
合

高
圧
部

一
・
九
六

一
・
六
六

低
圧
部

〇
・
九
八

〇
・
九
八

三
　
圧
縮
機
の
運
転
試
験
は
、
吐
出
圧
力
〇
・
一
九
メ

ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
荷
重
を
か
け
て
連
続
三
時
間
以

上
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
運
転
中
に
異
状
な
振
動
及

び
騒
音
が
な
く
、
且
つ
、
軸
封
部
の
温
度
が
周
囲
の

気
温
に
比
し
摂
氏
四
十
度
以
上
上
昇
せ
ず
、
体
積
効

率
が
標
準
圧
力
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
り
、

高
低
圧
遮
断
装
置
、
油
圧
保
護
装
置
及
び
ア
ン
ロ
ー

ダ
等
の
附
属
装
置
の
作
動
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

四
　
圧
縮
機
の
真
空
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に

圧
縮
機
の
吸
入
弁
を
閉
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

真
空
度
が
七
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
　
解
放
検
査
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
行
う
も
の

と
し
、
各
部
の
材
料
、
構
造
、
工
作
及
び
寸
法
に
異

状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

六
　
漁
船
に
装
備
し
た
後
に
行
う
漏
えヽ
いヽ
試
験
は
、
左

に
掲
げ
る
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
異
状
が
な

い
こ
と
。

イ
　
第
二
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
圧
力
の
九
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
圧
力
で
行
う
試
験

ロ
　
六
百
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
真
空
度
で
行

う
試
験

ハ
　
前
号
の
試
験
の
直
後
に
、
冷
媒
を
使
用
し
、
第

二
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
圧
力
の
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
圧
力
で
行
う
試
験

七
　
冷
却
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
後
に
魚
そヽ
うヽ
を
空

荷
状
態
に
し
て
十
二
時
間
以
上
行
う
も
の
と
し
、
異

状
が
な
く
、
且
つ
、
魚
そヽ
うヽ
内
の
温
度
又
は
ブ
ラ
イ

ン
の
温
度
が
左
に
掲
げ
る
冷
却
温
度
以
下
に
な
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
魚
そヽ
うヽ
内
の
同
一
の
層
の

温
度
が
三
度
以
上
差
の
な
い
こ
と
。

イ
　
凍
結
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て
は
、
十
二
時
間
以
内
に
左

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
下
欄
に
掲
げ
る
温
度

区
分

冷
却
温
度
（
摂
氏

零
下
度
）

空
気
冷
却
式
の
場
合

三
〇

フ
ラ
ツ
ト
タ
ン
ク
式
の
場

合

二
五

ブ
ラ
イ
ン
漬
式
の
場
合

一
七

ロ
　
予
冷
そヽ
うヽ
又
は
冷
海
水
製
造
そヽ
うヽ
に
あ
つ
て

は
、
六
時
間
以
内
に
摂
氏
零
度

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
魚
そヽ
うヽ
に
あ

つ
て
は
、
二
十
四
時
間
以
内
に
左
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
温
度

区
分

冷
却
温
度
（
摂
氏
度
）

凍

結

魚

そヽ
うヽ

の

場

合

氷

蔵

を

主

と

す

る

魚

そヽ

うヽ

の

場
合

そ

の

他

の

魚

そヽ
うヽ

の

場

合

海
水
温
度

摂

氏

三

十

度

以

上

の

海

域

で

操

業

又

は

零

下

一

七

三

零
下
五

航

行

す

る
漁
船

そ
の
他
の

漁
船

零

下

一

五

五

零
下
三

八
　
保
冷
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
圧
縮
機
の

運
転
を
停
止
し
て
六
時
間
以
上
行
う
も
の
と
し
、
保

冷
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

第
五
章
　
電
気
設
備

第
一
節
　
直
流
発
電
機

第
二
十
五
条
　
漁
船
の
直
流
発
電
機
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
発
電
機
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ

の
材
料
に
つ
い
て
は
次
条
、
構
造
に
つ
い
て
は
第
二
十

七
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
二
十
八
条
に
掲
げ
る
基
準

の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
）

第
二
十
六
条
　
発
電
機
の
材
料
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
刷
子
の
材
料
が
炭
素
、
黒
鉛
又
は
金
属
黒
鉛
で
あ

つ
て
、
材
質
が
均
密
で
あ
る
こ
と
。

二
　
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
、
ピ
ン
、
ね
じ
、
端
子
、
ば
ね

そ
の
他
発
電
機
の
小
部
分
品
の
材
料
が
耐
食
性
材
料

で
あ
る
か
又
は
適
当
な
耐
食
処
理
を
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

三
　
絶
縁
材
料
が
Ａ
種
絶
縁
材
料
（
木
綿
、
絹
、
紙
又

は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
有
機
質
材
料
で
構
成
さ
れ
、

か
つ
、
ワ
ニ
ス
類
を
含
浸
し
、
又
は
常
時
油
に
浸
し

た
も
の
並
び
に
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
そ
の
他
の
有
機
合
成

樹
脂
、
ポ
リ
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ル
マ
ー
ル
及
び
エ
ナ
メ
ル

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
Ｂ
種
絶
縁
材
料
（
マ

イ
カ
、
ガ
ラ
ス
繊
維
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
の
無
機
質

材
料
を
接
着
材
料
に
よ
り
接
着
し
た
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
、
Ｃ
種
絶
縁
材
料
（
生
マ
イ
カ
、
石

英
、
ガ
ラ
ス
、
磁
器
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
の
高
温
度

に
耐
え
る
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
Ｈ
種

絶
縁
材
料
（
マ
イ
カ
、
ガ
ラ
ス
繊
維
又
は
こ
れ
ら
に

類
似
す
る
無
機
質
材
料
を
珪
素
樹
脂
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
絶
縁
性
及
び
耐
熱
性
を
有
す
る
材
料
に
よ

り
接
着
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
り
、

巻
線
の
絶
縁
材
料
が
湿
気
及
び
油
気
に
よ
つ
て
容
易

に
変
質
さ
れ
な
い
こ
と
。

（
構
造
）

第
二
十
七
条
　
発
電
機
の
構
造
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と

す
る
。

一
　
振
動
及
び
衝
撃
に
耐
え
、
且
つ
、
じヽ
んヽ
あヽ
いヽ
、
水

滴
、
油
滴
等
に
よ
る
障
害
及
び
機
械
的
損
傷
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二
　
端
子
が
防
滴
構
造
の
端
子
箱
に
納
め
ら
れ
、
且

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
端
子
記
号
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

（
性
能
）

第
二
十
八
条
　
発
電
機
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試
験
、
整

流
試
験
、
過
負
荷
試
験
、
過
速
度
試
験
、
電
圧
調
整
試

験
、
絶
縁
抵
抗
試
験
及
び
耐
電
圧
試
験
並
び
に
電
圧
変

動
率
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
発
電
機
を
定
格
負
荷
で
運
転

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
し
、
当
該
発
電
機

の
巻
線
及
び
軸
受
の
上
昇
温
度
の
限
度
が
設
計
上
の

最
大
上
昇
温
度
以
下
で
あ
り
、
連
続
定
格
の
発
電
機

に
あ
つ
て
は
、
各
部
分
の
上
昇
温
度
一
定
後
引
き
続

き
一
時
間
以
上
運
転
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
各
部

に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

二
　
整
流
試
験
は
、
界
磁
抵
抗
を
定
格
出
力
、
定
格
電

圧
及
び
定
格
回
転
数
に
相
当
す
る
値
に
調
整
し
、
か

つ
、
刷
子
を
適
当
な
位
置
に
固
定
し
負
荷
電
流
の
強

さ
を
加
減
し
て
行
う
も
の
と
し
、
定
格
電
流
の
百
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
の
任
意
の
電
流
に
対
し
良
好
な
整
流

が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
の
二
　
過
負
荷
試
験
は
、
連
続
過
負
荷
試
験
及
び
短

時
間
過
負
荷
試
験
と
し
（
短
時
間
定
格
機
又
は
法
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た

こ
と
が
あ
る
発
電
機
と
同
一
の
型
式
、
定
格
出
力
、

回
転
数
及
び
製
作
所
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
短
時
間

過
負
荷
試
験
の
み
と
す
る
。
）
、
定
格
電
圧
及
び
定
格

速
度
を
も
つ
て
、
連
続
過
負
荷
試
験
の
場
合
に
あ
つ

て
は
定
格
電
流
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
流
を

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
基
準
出
力
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
通
じ
て
行
い
、
短
時

間
過
負
荷
試
験
の
場
合
に
あ
つ
て
は
定
格
電
流
の
百

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
流
を
一
分
間
通
じ
て
行
う
も

の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い

こ
と
。

基
準
出
力
（
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）

試
験
時
間
（
分
）

三
未
満

一
五

三
以
上
七
・
五
未
満

三
〇

七
・
五
以
上
一
五
未
満

六
〇

一
五
以
上

一
二
〇

備
考
　
基
準
出
力
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
値
と
す
る
。

基
準
出
力
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）＝

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
定

格×

１
，
０
０
０
）
／
定
格
回
転
数

三
　
過
速
度
試
験
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
発
電

機
の
駆
動
方
法
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
過
速
度
で
一
分
間
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
各
部

に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。
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発
電
機
駆
動
方
法

過
速
度
（
パ
ー
セ
ン

ト
）

内
燃
機
関
直
結
に
よ
る

も
の

定
格
回
転
数
の
一
二

〇

そ
の
他
の
駆
動
方
法
に

よ
る
も
の

定
格
回
転
数
の
一
二

五

四
　
電
圧
調
整
試
験
は
、
界
磁
抵
抗
器
に
よ
り
行
う
も

の
と
し
、
電
圧
調
整
範
囲
が
無
負
荷
か
ら
百
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
負
荷
ま
で
の
間
に
お
い
て
定
格
電
圧
の
二

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ
る
こ
と
。

五
　
絶
縁
抵
抗
試
験
は
、
第
一
号
の
試
験
前
及
び
試
験

の
直
後
に
お
い
て
、
五
百
ボ
ル
ト
絶
縁
抵
抗
計
を
用

い
て
行
う
も
の
と
し
、
絶
縁
抵
抗
が
そ
れ
ぞ
れ
一
メ

グ
オ
ー
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
　
耐
電
圧
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
鉄
心
及

び
継
鉄
と
巻
線
と
の
間
に
一
分
間
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
定
格
出
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
試
験
電
圧
（
五
十
ヘ
ル
ツ
又
は
六
十
ヘ
ル
ツ

の
正
弦
波
交
流
電
圧
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
加

え
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な

い
こ
と
。

定

格

出

力

（
キ
ロ
ワ

ッ
ト
）

試
験
電
圧

一
未
満

定
格
電
圧
の
二
倍
に
五
〇
〇
ボ
ル

ト
を
加
え
た
も
の
。
た
だ
し
、

最
小
一
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
と
す

る
。

一
以
上

定
格
電
圧
の
二
倍
に
一
、
〇
〇
〇

ボ
ル
ト
を
加
え
た
も
の
。
た
だ

し
、
最
小
一
、
五
〇
〇
ボ
ル
ト

と
す
る
。

七
　
電
圧
変
動
率
が
分
巻
式
発
電
機
に
あ
つ
て
は
定
格

電
圧
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
複
巻
式
発
電
機
に
あ
つ

て
は
定
格
電
圧
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ

と
。

第
二
節
　
直
流
電
動
機

第
二
十
九
条
　
漁
船
の
直
流
電
動
機
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
電
動
機
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ

の
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て

は
第
三
十
一
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る

も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
三
十
条
　
電
動
機
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
に
つ
い
て

は
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
性
能
）

第
三
十
一
条
　
電
動
機
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試
験
、
整

流
試
験
、
過
負
荷
試
験
、
過
速
度
試
験
、
絶
縁
抵
抗
試

験
及
び
耐
電
圧
試
験
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
及
び
整
流
試
験
の
基
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
第
二
十
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基

準
の
通
り
で
あ
る
こ
と
。

二
　
過
負
荷
試
験
は
、
連
続
過
負
荷
試
験
及
び
短
時
間

過
負
荷
試
験
と
し
（
短
時
間
定
格
機
に
あ
つ
て
は
、

短
時
間
過
負
荷
試
験
の
み
と
す
る
。
）
、
定
格
電
圧
及

び
定
格
速
度
を
も
つ
て
、
連
続
過
負
荷
試
験
の
場
合

に
あ
つ
て
は
定
格
電
流
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

電
流
を
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
基
準
出
力
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
通
じ
て
行

い
、
短
時
間
過
負
荷
試
験
の
場
合
に
あ
つ
て
は
定
格

電
流
の
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
流
を
一
分
間
通
じ

て
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
各
部
に
異
状
を

生
じ
な
い
こ
と
。

基
準
出
力
（
キ
ロ
ワ
ツ

ト
）

試
験
時
間
（
分
）

三
未
満

一
五

三
以
上
七
・
五
未
満

三
〇

七
・
五
以
上
一
五
未
満

六
〇

一
五
以
上

一
二
〇

備
考
　
基
準
出
力
は
、
左
の
算
式
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
値
と
す
る
。

基
準
出
力
（
キ
ロ
ワ
ツ
ト
）＝

（
キ
ロ
ワ
ツ
ト
定

格×

１
，
０
０
０
）
／
定
格
回
転
数

三
　
過
速
度
試
験
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
電
動

機
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る

過
速
度
で
一
分
間
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
各
部
に
異

状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

電
動
機

の

種

類

回
転
数

過
速
度

電

動

子

の

周

辺

速

度

が

毎

秒

二

十

メ

ー

ト

ル

以

下

の
場
合

電
動
子
の

周
辺
速

度
が
毎

秒
二
十

メ
ー
ト

ル
を
こ

え
る
場

合

直
巻
式

電

動

機

定
格
回

転
数

２
．
５
Ｎ

　

分
巻
式

電

動

機

定
格
回

転
数

１
．
５
Ｎ

（

１

＋

（

１

０

／

Ｖ

）

）
Ｎ

複
巻
式

電

動

機

無
負
荷

回

転

数

１
．
５
Ｎ
０

（
２
．
５

Ｎ

を

こ

え

る

も

の

に

あ

つ

て

は

２

．

５

Ｎ
）

（

１

＋

（

１

０

／
Ｖ
）
）

Ｎ０

備
考
　
Ｎ
及
び
Ｎ０
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
格
回
転
数
及

び
無
負
荷
回
転
数
を
表
わ
し
、
Ｖ
は
、
電
動
子

の
周
辺
速
度
を
表
わ
す
も
の
と
す
る
。

四
　
絶
縁
抵
抗
試
験
及
び
耐
電
圧
試
験
の
基
準
は
、
そ

れ
ぞ
れ
第
二
十
八
条
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る

基
準
の
通
り
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
六
号
の
表
中
「
一
未
満
」
と
あ
る
の
は

「
〇
・
七
五
未
満
」
と
、
「
一
以
上
」
と
あ
る
の
は

「
〇
・
七
五
以
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節
　
交
流
発
電
機

第
三
十
一
条
の
二
　
漁
船
の
交
流
発
電
機
（
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
「
発
電
機
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、

そ
の
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い

て
は
第
三
十
一
条
の
四
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適

合
す
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
三
十
一
条
の
三
　
発
電
機
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
性
能
）

第
三
十
一
条
の
四
　
発
電
機
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試

験
、
過
負
荷
試
験
、
過
速
度
試
験
、
電
圧
調
整
試
験
、

絶
縁
抵
抗
試
験
及
び
耐
電
圧
試
験
並
び
に
電
圧
変
動
率

に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
発
電
機
を
定
格
負
荷
で
運
転

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
し
、
発
電
機
の
巻

線
及
び
軸
受
の
上
昇
温
度
の
限
度
が
設
計
上
の
最
大

上
昇
温
度
以
下
で
あ
り
、
連
続
定
格
の
発
電
機
に
あ

つ
て
は
、
各
部
分
の
上
昇
温
度
一
定
後
引
き
続
き
一

時
間
以
上
運
転
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
各
部
に
異

状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

二
　
過
負
荷
試
験
は
、
連
続
過
負
荷
試
験
及
び
短
時
間

過
負
荷
試
験
と
し
（
短
時
間
定
格
機
又
は
法
第
二
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た
こ
と

が
あ
る
発
電
機
と
同
一
の
型
式
、
定
格
出
力
、
回
転

数
及
び
製
作
所
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
短
時
間
過
負

荷
試
験
の
み
と
す
る
。
）
、
定
格
電
圧
及
び
定
格
速
度

を
も
つ
て
、
連
続
過
負
荷
試
験
の
場
合
に
あ
つ
て
は

定
格
電
流
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
流
を
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
基
準
出
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
通
じ
て
行
い
、
短
時
間
過

負
荷
試
験
の
場
合
に
あ
つ
て
は
定
格
電
流
の
百
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
電
流
を
一
分
間
通
じ
て
行
う
も
の
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ

と
。基

準
出
力
（
キ
ロ
ボ
ル

ト
ア
ン
ペ
ア
）

試
験
時
間
（
分
）

三
未
満

一
五

三
以
上
七
・
五
未
満

三
〇

七
・
五
以
上
一
五
未
満

六
〇

一
五
以
上

一
二
〇

備
考
　
基
準
出
力
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
値
と
す
る
。

基
準
出
力
（
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
）＝

（
キ
ロ

ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
定
格×

１
，
０
０
０
）
／
定

格
回
転
数

三
　
過
速
度
試
験
の
基
準
は
、
第
二
十
八
条
第
三
号
に

掲
げ
る
基
準
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

四
　
電
圧
調
整
試
験
は
、
界
磁
抵
抗
器
又
は
自
動
電
圧

調
整
器
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
電
圧
調
整
範
囲
が
無

負
荷
か
ら
百
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
負
荷
ま
で
の
間
に
お

い
て
定
格
電
圧
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ
る
こ

と
。

五
　
絶
縁
抵
抗
試
験
の
基
準
は
、
第
二
十
八
条
第
五
号

に
掲
げ
る
基
準
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

六
　
耐
電
圧
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
一
分

間
、
鉄
心
及
び
外
枠
と
巻
線
と
の
間
に
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
定
格
出
力
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
試
験
電
圧
を
、
界
磁
巻
線
に
励
磁
電
圧
の

十
倍
の
試
験
電
圧
（
励
磁
電
圧
の
十
倍
の
電
圧
が
千

五
百
ボ
ル
ト
に
満
た
な
い
と
き
は
、
千
五
百
ボ
ル

ト
）
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
各

部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

定

格

出

力

（

キ

ロ

ボ

ル
ト
ア
ン

ペ
ア
）

試
験
電
圧

一
未
満

定
格
電
圧
の
二
倍
に
五
〇
〇
ボ

ル
ト
を
加
え
た
も
の
。
た
だ
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し
、
最
小
一
、
〇
〇
〇
ボ
ル

ト
と
す
る
。

一
以
上

定
格
電
圧
の
二
倍
に
一
、
〇
〇

〇
ボ
ル
ト
を
加
え
た
も
の
。

た
だ
し
、
最
小
一
、
五
〇
〇

ボ
ル
ト
と
す
る
。

七
　
電
圧
変
動
率
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な

い
こ
と
。

区
分

電
圧
変
動
率

（
パ
ー
セ

ン
ト
）

自
動
電
圧
調
整

器
の
有
無

定

格

力

率

（
パ
ー
セ

ン
ト
）

自
動
電
圧
調
整

器
の
あ
る
も

の

八
〇

四
〇

一
〇
〇

二
五

自
動
電
圧
調
整

器
の
な
い
も

の

八
〇

三
五

一
〇
〇

二
〇

第
四
節
　
交
流
電
動
機

第
三
十
一
条
の
五
　
漁
船
の
交
流
電
動
機
（
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
「
電
動
機
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、

そ
の
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い

て
は
第
三
十
一
条
の
七
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適

合
す
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
三
十
一
条
の
六
　
電
動
機
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
性
能
）

第
三
十
一
条
の
七
　
電
動
機
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試

験
、
整
流
試
験
、
過
負
荷
試
験
、
過
速
度
試
験
、
絶
縁

抵
抗
試
験
及
び
耐
電
圧
試
験
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と

し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
、
整
流
試
験
及
び
過
負
荷
試
験
の

基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十
一
条
の
四
第
一
号
、
第

二
十
八
条
第
二
号
及
び
第
三
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ

る
基
準
の
通
り
で
あ
る
こ
と
。

二
　
過
速
度
試
験
は
、
定
格
回
転
数
の
百
二
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
過
速
度
で
一
分
間
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

三
　
絶
縁
抵
抗
試
験
の
基
準
は
、
第
二
十
八
条
第
五
号

に
掲
げ
る
基
準
の
通
り
で
あ
る
こ
と
。

四
　
耐
電
圧
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
一
分

間
、
左
に
掲
げ
る
試
験
電
圧
を
加
え
て
行
う
も
の
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ

と
。

イ
　
同
期
電
動
機
の
界
磁
巻
線
に
は
、
左
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
試
験
電
圧

区
分

試
験
電
圧

界
磁
短
絡
方
法

で
起
動
す
る

も
の

励
磁
電
圧
の
一
〇
倍
の
電
圧
。

但
し
、
最
小
二
、
〇
〇
〇

ボ
ル
ト
と
す
る
。

起
動
時
に
全
界

磁
巻
線
が
直

列
に
接
続
さ

れ
、
開
路
状

態
で
起
動
す

る
も
の

正
規
の
起
動
状
態
で
界
磁
端

子
に
生
ず
る
電
圧
の
最
大

実
効
値
の
一
・
五
倍
の
電

圧
。
但
し
、
最
小
二
、
五

〇
〇
ボ
ル
ト
と
す
る
。

起
動
時
に
抵
抗

子
が
界
磁
巻

線
と
直
列
に

附
加
さ
れ
、

起
動
す
る
も

の

直
列
抵
抗
子
の
Ｉ
Ｒ
降
下

（
正
規
の
起
動
電
圧
で
短
絡

す
る
場
合
に
界
磁
巻
線
を

流
れ
る
電
流
と
抵
抗
の
積
）

の
実
効
値
の
二
倍
の
電
圧
。

但
し
、
最
小
二
、
〇
〇
〇

ボ
ル
ト
と
す
る
。

ロ
　
巻
線
型
誘
導
電
動
機
の
回
転
子
巻
線
に
は
、
左

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
下
欄
に
掲
げ
る
試
験
電
圧

区
分

試
験
電
圧

運
転
中
に
固
定
子

巻
線
の
接
続
替

え
に
よ
つ
て
逆

転
す
る
も
の

正
規
誘
導
電
圧
の
四
倍
に

一
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
を

加
え
た
も
の
。

右
以
外
の
も
の

正
規
誘
導
電
圧
の
二
倍
に

一
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
を

加
え
た
も
の
。

ハ
　
同
期
電
動
機
の
電
機
子
巻
線
、
誘
導
電
動
機
の

固
定
子
巻
線
及
び
か
ご
型
誘
導
電
動
機
の
回
転
子

巻
線
に
は
、
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
定
格
出
力

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
試
験

電
圧

定

格

出

力

（

キ

ロ

ワ

ツ
ト
）

試
験
電
圧

〇
・
七
五
未

満

定
格
電
圧
の
二
倍
に
五
〇
〇
ボ

ル
ト
を
加
え
た
も
の
。
但
し
、

最
小
一
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
と

す
る
。

〇
・
七
五
以

上

定
格
電
圧
の
二
倍
に
一
、
〇
〇

〇
ボ
ル
ト
を
加
え
た
も
の
。

但
し
、
最
小
一
、
五
〇
〇
ボ

ル
ト
と
す
る
。

ニ
　
同
期
電
動
機
及
び
誘
導
電
動
機
以
外
の
電
動
機

の
鉄
心
及
び
外
枠
と
巻
線
と
の
間
に
は
、
左
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
定
格
出
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
下
欄
に
掲
げ
る
試
験
電
圧
、
界
磁
巻
線
に

は
、
励
磁
電
圧
の
十
倍
の
試
験
電
圧
（
励
磁
電
圧

の
十
倍
の
電
圧
が
千
五
百
ボ
ル
ト
に
満
た
な
い
と

き
は
、
千
五
百
ボ
ル
ト
）

定

格

出

力

（

キ

ロ

ワ

ツ
ト
）

試
験
電
圧

〇
・
七
五
未

満

定
格
電
圧
の
二
倍
に
五
〇
〇
ボ

ル
ト
を
加
え
た
も
の
。
但
し
、

最
小
一
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
と

す
る
。

〇
・
七
五
以

上

定
格
電
圧
の
二
倍
に
一
、
〇
〇

〇
ボ
ル
ト
を
加
え
た
も
の
。

但
し
、
最
小
一
、
五
〇
〇
ボ

ル
ト
と
す
る
。

第
五
節
　
変
圧
器

第
三
十
一
条
の
八
　
漁
船
の
変
圧
器
（
高
周
波
変
圧
器
及

び
計
器
用
変
圧
器
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
検
査

の
結
果
、
そ
の
材
料
に
つ
い
て
は
次
条
、
構
造
に
つ
い

て
は
第
三
十
一
条
の
十
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
三
十
一

条
の
十
一
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の

を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
）

第
三
十
一
条
の
九
　
変
圧
器
の
材
料
の
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
、
ね
じ
、
坐
金
、
端
子
そ
の
他

変
圧
器
の
小
部
分
品
の
材
料
が
耐
食
性
材
料
で
あ
る

か
又
は
適
当
な
耐
食
処
理
を
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
絶
縁
材
料
が
Ａ
種
絶
縁
材
料
、
Ｂ
種
絶
縁
材
料
、

Ｃ
種
絶
縁
材
料
若
し
く
は
Ｈ
種
絶
縁
材
料
又
は
こ
れ

ら
の
材
料
以
外
の
材
料
で
絶
縁
性
が
良
好
な
も
の
で

あ
り
、
巻
線
の
絶
縁
材
料
及
び
が
い
し
固
定
絶
縁
材

料
が
湿
気
及
び
油
気
に
よ
つ
て
容
易
に
変
質
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
油
入
式
変
圧
器
に
使
用
す
る
油
は
、
高
度
の
絶
縁

性
を
有
し
て
お
り
、
高
温
で
長
時
間
使
用
し
て
も
容

易
に
変
質
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
構
造
）

第
三
十
一
条
の
十
　
変
圧
器
の
構
造
の
基
準
は
、
左
の
通

り
と
す
る
。

一
　
振
動
及
び
衝
撃
に
耐
え
、
且
つ
、
じヽ
んヽ
あヽ
いヽ
、
水

滴
、
油
滴
等
に
よ
る
障
害
及
び
機
械
的
損
害
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二
　
ケ
ー
ス
に
は
、
電
線
引
出
口
附
近
の
適
当
な
位
置

に
極
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
油
入
式
変
圧
器
は
、
ど
の
方
向
に
三
十
度
傾
斜
し

て
も
油
が
流
出
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
且
つ
、
保
護

装
置
附
油
面
計
及
び
排
油
弁
（
七
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト

ア
ン
ペ
ア
以
上
の
油
入
式
変
圧
器
に
あ
つ
て
は
、
こ

れ
ら
の
外
温
度
計
）
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
三
十
一
条
の
十
一
　
変
圧
器
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試

験
、
絶
縁
抵
抗
試
験
、
耐
電
圧
試
験
、
瞬
時
短
絡
試
験

及
び
誘
導
絶
縁
試
験
並
び
に
電
圧
変
動
率
に
よ
り
判
定

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
定
格
負
荷
で
運
転
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
し
、
変
圧
器
の
巻
線
及
び
充

塡
物
の
上
昇
温
度
の
限
度
が
設
計
上
の
最
大
上
昇
温

度
以
下
で
あ
り
、
上
昇
温
度
一
定
後
引
き
続
き
一
時

間
以
上
運
転
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
各
部
に
異
状

を
生
じ
な
い
こ
と
。

二
　
絶
縁
抵
抗
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
お
い

て
、
五
百
ボ
ル
ト
絶
縁
抵
抗
計
を
用
い
て
行
う
も
の

と
し
、
絶
縁
抵
抗
が
一
メ
グ
オ
ー
ム
以
上
で
あ
る
こ

と
。

三
　
耐
電
圧
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
お
い
て

巻
線
と
鉄
心
と
の
間
に
一
分
間
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
定
格
電
圧
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲

げ
る
試
験
電
圧
を
加
え
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
各

部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

定
格
電
圧
（
ボ
ル
ト
）

試
験
電
圧
（
ボ
ル
ト
）

二
五
〇
未
満

一
、
五
〇
〇

二
五
〇
以
上

二
、
〇
〇
〇

四
　
瞬
時
短
絡
試
験
は
、
定
格
負
荷
で
運
転
中
次
の
算

式
で
算
出
さ
れ
る
時
間
（
そ
の
時
間
が
五
秒
以
内
の

と
き
は
五
秒
と
し
、
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
電
圧
四
パ
ー

セ
ン
ト
未
満
の
変
圧
器
に
あ
つ
て
は
定
格
電
流
の
二

十
五
倍
の
電
流
を
二
秒
間
）
短
絡
し
て
行
う
も
の
と

し
、
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

短
絡
時
間
（
秒
）＝

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
電
圧
（
パ

ー
セ
ン
ト
）－

２

五
　
誘
導
絶
縁
試
験
は
、
百
ヘ
ル
ツ
か
ら
五
百
ヘ
ル
ツ

ま
で
の
適
当
な
周
波
数
で
巻
線
に
正
規
誘
導
電
圧
を

次
の
算
式
で
算
出
さ
れ
る
時
間
（
そ
の
時
間
が
十
五

秒
未
満
の
と
き
は
十
五
秒
と
し
、
六
十
秒
を
超
え
る

と
き
は
六
十
秒
と
す
る
。
）
誘
起
さ
せ
て
行
う
も
の

と
し
、
そ
の
各
部
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

試
験
時
間
（
秒
）＝

１
２
０×

（
定
格
周
波
数
／

試
験
周
波
数
）
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六
　
電
圧
変
動
率
が
次
の
表
の
上
欄
及
び
中
欄
に
掲
げ

る
相
数
及
び
定
格
出
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下

欄
の
値
を
超
え
な
い
こ
と
。

相
数

定
格
出
力
（
キ
ロ
ボ
ル

ト
ア
ン
ペ
ア
）

電
圧
変
動
率

（

パ

ー

セ

ン
ト
）

単
相

三
未
満

四

三
以
上
一
五
未
満

三

一
五
以
上

二

三
相

三
未
満

五

三
以
上
五
未
満

四

五
以
上
三
〇
未
満

三

三
〇
以
上

二

第
六
節
　
配
電
盤

第
三
十
二
条
　
漁
船
の
配
電
盤
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の

構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
三
十
四

条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格

と
す
る
。

（
構
造
）

第
三
十
三
条
　
配
電
盤
の
構
造
の
基
準
は
、
強
固
で
あ
つ

て
盤
面
が
不
燃
性
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
少
く
と
も
表
示

灯
、
検
漏
器
、
電
圧
計
、
電
流
計
、
電
圧
測
定
用
切
替

開
閉
器
、
可
溶
片
附
開
閉
器
及
び
界
磁
調
整
器
が
設
け

ら
れ
て
あ
り
、
且
つ
、
計
器
類
が
振
動
に
耐
え
、
動
揺

に
対
し
て
も
指
示
の
変
化
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
性
能
）

第
三
十
四
条
　
配
電
盤
の
性
能
は
、
温
度
上
昇
試
験
、
絶

縁
抵
抗
試
験
及
び
耐
電
圧
試
験
並
び
に
逆
流
継
電
器
を

備
え
る
配
電
盤
に
あ
つ
て
は
、
逆
流
継
電
器
の
作
動
に

よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
　
温
度
上
昇
試
験
は
、
定
格
電
流
を
連
続
通
じ
て
行

う
も
の
と
し
、
配
電
盤
内
の
接
続
部
（
逆
流
継
電
器

を
備
え
る
配
電
盤
に
あ
つ
て
は
、
逆
流
継
電
器
の
主

接
触
部
）
及
び
抵
抗
器
の
抵
抗
線
の
上
昇
温
度
の
限

度
が
設
計
上
の
最
大
上
昇
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
絶
縁
抵
抗
試
験
は
、
前
号
の
試
験
の
直
後
に
五
百

ボ
ル
ト
絶
縁
抵
抗
計
を
用
い
て
行
う
も
の
と
し
、
絶

縁
抵
抗
が
二
メ
グ
オ
ー
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
耐
電
圧
試
験
は
、
第
二
十
八
条
第
六
号
に
掲
げ
る

基
準
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
号
中
「
鉄
心
及
び
継
鉄
と
巻
線
の
間
」
と
あ

る
の
は
、
「
閉
路
し
た
導
電
部
と
配
電
盤
の
間
」
と
、

「
定
格
出
力
」
と
あ
る
の
は
、
「
発
電
機
の
定
格
出
力

に
対
応
す
る
配
電
盤
の
容
量
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

四
　
逆
流
継
電
器
が
動
揺
時
に
お
い
て
も
定
格
電
流
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
逆
流
電
流
に
よ
つ
て
確
実
に

作
動
す
る
こ
と
。

第
六
章
　
航
海
測
器
設
備

第
一
節
　
磁
気
コ
ン
パ
ス

第
三
十
五
条
　
漁
船
の
磁
気
コ
ン
パ
ス
（
以
下
「
コ
ン
パ

ス
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
に
つ

い
て
は
次
条
、
構
造
に
つ
い
て
は
第
三
十
七
条
、
性
能

に
つ
い
て
は
第
三
十
八
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に

適
合
す
る
も
の
を
合
格
と
す
る
。

（
材
料
）

第
三
十
六
条
　
コ
ン
パ
ス
の
材
料
の
基
準
は
、
左
の
通
り

と
す
る
。

一
　
磁
針
及
び
修
正
用
磁
石
が
Ｋ
Ｓ
磁
鋼
、
新
Ｋ
Ｓ
磁

鋼
、
Ｍ
Ｋ
磁
鋼
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
若
し
く
は
そ
れ

以
上
の
性
能
を
有
し
、
磁
化
後
に
お
い
て
人
工
枯

（
摂
氏
百
度
に
八
時
間
以
上
保
持
し
た
後
振
幅
二
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
、
振
動
数
毎
分
千
二
百
回
の
振
動
を
三

十
分
以
上
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

行
つ
た
時
及
び
二
箇
月
後
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
磁
気

能
率
を
測
定
し
、
人
工
枯
を
行
つ
た
時
に
測
定
し
た

磁
気
能
率
に
対
す
る
二
箇
月
後
に
測
定
し
た
磁
気
能

率
の
変
化
の
割
合
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ

と
。

二
　
象
限
差
修
正
具
及
び
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
バ
ー
が
ス
ー

パ
ー
パ
ー
マ
ロ
イ
、
炭
素
含
有
量
〇
・
〇
二
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
の
純
鉄
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
若
し
く
は
そ

れ
以
上
の
性
能
を
有
し
、
残
留
磁
気
が
あ
る
場
合
の

感
応
磁
気
に
よ
る
有
効
量
と
残
留
磁
気
が
な
い
場
合

の
感
応
磁
気
に
よ
る
有
効
量
と
の
差
が
、
残
留
磁
気

が
な
い
場
合
の
感
応
磁
気
に
よ
る
有
効
量
の
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
　
磁
性
部
以
外
の
各
部
分
が
無
磁
性
で
あ
つ
て
、
且

つ
、
海
水
及
び
日
照
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

少
い
こ
と
。

四
　
軸
針
が
ビ
ツ
カ
ー
ス
硬
度
五
百
以
上
で
コ
ン
パ
ス

液
（
ア
ル
コ
ー
ル
水
溶
液
と
す
る
。
）
に
よ
り
さヽ
びヽ

を
生
じ
な
い
も
の
、
軸
帽
が
サ
フ
ア
イ
ヤ
で
あ
り
、

軸
針
及
び
軸
帽
が
五
十
倍
の
顕
微
鏡
検
査
の
結
果
、

そ
の
形
状
及
び
み
が
き
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

（
構
造
）

第
三
十
七
条
　
コ
ン
パ
ス
の
構
造
の
基
準
は
、
左
の
通
り

と
す
る
。

一
　
主
要
部
の
寸
法
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
コ
ン

パ
ス
の
型
式
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ

る
通
り
で
あ
る
こ
と
。

コ
ン
パ

ス
の

型
式

コ
ン
パ

ス
カ

ー
ド

の
標

準
直

径（

ミ
リ
メ

ー
ト

ル
）

コ
ン
パ

ス
バ

ウ
ル

の
上

面
標

準
外

径（

ミ
リ
メ

ー
ト

ル
）

ス
タ
ン
ド

高

さ

（

取
付
台

の
下

面
か

ら
コ

ン
パ

ス
バ

ウ
ル

の
上

面
ま

で

）

（

ミ
リ
メ

ー
ト

ル
）

最
大
横

幅（

象
限
差

修
正

具
の

外
端

か
ら

外
端

まで

）

（

ミ
リ
メ

ー
ト

ル
）

取
付
台

の
直

径（

ミ
リ
メ

ー
ト

ル
）

甲
型
Ａ

（

ス
タ
ン

ド式
）

一
六
五

二
四
八

一
、
一

〇
〇

以
内

適
宜

適
宜

甲
型
Ｂ

（

テ
ー
ブ

ル式
）

一
六
五

二
四
八

三
五
〇

以
内

七
〇
〇

以
内

四
〇
〇

以
内

乙
型
Ａ

（

テ
ー
ブ

ル式
）

一
一
五

適
宜

二
八
〇

以
内

四
〇
〇

以
内

三
〇
〇

以
内

乙
型
Ｂ

（

移
動式

）

一
一
五

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

二
　
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
が
十
五
度
ま
で
傾
斜
さ
せ
た
場

合
に
お
い
て
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
の
回
転
を
妨
げ
ず
、

且
つ
、
指
北
度
が
完
全
で
あ
り
、
ス
タ
ン
ド
を
三
十

度
ま
で
傾
斜
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
も
常
に
水
平
を

保
つ
こ
と
。

三
　
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
の
上
縁
目
盛
が
船
首
方
向
を
零

度
と
し
て
左
右
に
各
百
八
十
度
で
あ
る
こ
と
。

四
　
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
が
摂
氏
五
十
度
か
ら
零
下
二
十

度
ま
で
の
温
度
に
耐
え
る
温
度
補
正
装
置
を
備
え
て

い
る
こ
と
。

五
　
シ
ヤ
ド
ー
ピ
ン
座
の
孔
の
内
径
が
二
・
五
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
（
許
容
誤
差
は
、
正
〇
・
〇
一
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
内
）
で
あ
る
こ
と
。

六
　
シ
ヤ
ド
ー
ピ
ン
座
の
中
心
と
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
の

上
縁
目
盛
及
び
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
の
目
盛
の
中
心
と

の
誤
差
が
〇
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ

と
。

七
　
基
線
の
数
が
甲
型
コ
ン
パ
ス
に
あ
つ
て
は
船
首
及

び
船
尾
の
方
向
並
び
に
左
右
の
各
一
本
、
乙
型
Ａ
コ

ン
パ
ス
に
あ
つ
て
は
船
首
の
方
向
及
び
左
右
に
各
一

本
、
乙
型
Ｂ
コ
ン
パ
ス
に
あ
つ
て
は
船
首
の
方
向
に

一
本
あ
る
こ
と
。

八
　
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
の
目
盛
が
角
度
及
び
点
を
記
入

し
て
あ
る
も
の
と
し
、
角
度
目
盛
が
三
百
六
十
度
式

又
は
象
限
式
で
あ
り
、
そ
の
最
小
目
盛
が
一
度
、
点

目
盛
が
南
北
を
基
点
と
し
て
東
西
を
八
点
と
し
、
そ

の
最
小
目
盛
が
四
分
の
一
点
と
し
て
あ
る
こ
と
。

九
　
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
の
照
明
装
置
が
乙
型
Ｂ
コ
ン
パ

ス
に
あ
つ
て
は
油
灯
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は

電
灯
及
び
予
備
油
灯
を
備
え
、
且
つ
、
下
部
よ
り
の

照
明
装
置
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
光
力
加
減

装
置
を
有
す
る
こ
と
。

十
　
乙
型
Ｂ
コ
ン
パ
ス
を
除
き
、
標
準
磁
場
に
お
い
て

左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
コ
ン
パ
ス
の
型
式
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
有
効
量
を
有
す

る
半
円
差
修
正
用
磁
石
、
象
限
差
修
正
具
、
フ
リ
ン

ダ
ー
ス
バ
ー
及
び
傾
船
差
修
正
用
磁
石
を
備
え
て
い

る
こ
と
。

コ
ンパスの型式

有
効
量

半
円
差
修
正
用
磁
石

象
限
差
修
正
具

フ
リ
ン
ダ
ー
ス
バ
ー

傾
船
差
修
正
用
磁
石

最
大

最
小

段
階

最
大

最
小

段
階

最
大

最
小

段
階

最
大

最
小

段
階

甲
型Ａ

四
五度以上

〇
・五度以下

〇
・五度以下

一
〇度以上

〇
・五度以下

連
続

七
度以上

〇
・五度以下

〇
・五度以下

三
〇マイクロテスラ以上

五
マイクロテスラ以下

五
マイクロテスラ以下

甲
型Ｂ

五
〇度以上

三
度以上

乙
型Ａ

五
〇度以上

一
度以下

一
度以下

七
度以上

一
度以下

一
度以下

適
宜

適
宜

適
宜
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（
性
能
）

第
三
十
八
条
　
コ
ン
パ
ス
の
性
能
は
、
磁
気
能
率
試
験
、

精
度
試
験
、
制
動
及
び
随
伴
角
（
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
を

一
定
の
速
さ
で
一
回
転
さ
せ
る
と
き
そ
の
回
転
の
た
め

に
生
ず
る
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
の
偏
角
を
い
う
。
以
下
本

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
試
験
並
び
に
温
度
試
験
に
よ

り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と

す
る
。

一
　
磁
気
能
率
試
験
は
、
コ
ン
パ
ス
浮
動
部
（
磁
針
、

浮
及
び
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
本
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
磁
気
能

率
が
標
準
磁
場
（
気
温
摂
氏
十
五
度
に
お
い
て
地
磁

気
水
平
力
が
三
〇
マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
、
地
磁
気
鉛
直

力
が
三
四
マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
を
示
す
磁
場
を
い
う
。

以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
甲
型
コ
ン

パ
ス
に
あ
つ
て
は
千
五
百
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
（
許
容
誤

差
正
負
各
二
百
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
以
内
）
乙
型
コ
ン
パ

ス
に
あ
つ
て
は
四
百
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
（
許
容
誤
差
正

負
各
三
十
Ｃ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
以
内
）
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二
　
精
度
試
験
は
、
方
位
に
つ
い
て
は
四
方
点
及
び
四

隔
点
に
お
い
て
磁
気
子
午
線
と
比
較
し
、
軸
心
摩
擦

に
つ
い
て
は
静
止
点
か
ら
左
右
に
各
五
度
偏
位
さ

せ
、
浮
動
部
の
振
揺
周
期
及
び
重
量
に
つ
い
て
は
コ

ン
パ
ス
液
中
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、
標
準
磁
場

に
お
け
る
目
盛
誤
差
、
基
線
誤
差
、
方
位
誤
差
、
軸

針
摩
擦
誤
差
並
び
に
振
揺
周
期
及
び
重
量
が
左
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
コ
ン
パ
ス
の
型
式
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
こ
と
。

コ
ンパスの型式

目
盛誤差

基

線
誤
差

方

位
誤
差

軸
針
摩

擦
誤

差

コ
ン
パ

ス
液

中
に

お
け

る
浮

動
部

の
振

揺
周

期

コ
ン
パ

ス
液

中
に

お
け

る
浮

動
部

の
重

量

甲
型Ａ

一
目盛の一〇パーセン

正

負
〇
・

二
度

以
内

正

負
〇
・

五
度

以
内

正

負
〇
・

五
度

以
内

二
七
秒

（

許
容
誤

差
正

負
三

秒
以

内
）

一
〇
グ

ラ
ム

（

許
容
誤

差
正

負
一

グ
ラ

甲
型Ｂ

ト以内

ム
以

内
）

乙
型Ａ

二
〇
秒

（

許
容
誤

差
正

負
三

秒
以

内
）

八
グ
ラ

ム（

許
容
誤

差
正

負一
・

五
グ

ラ
ム

以内
）

乙
型Ｂ

正

負
〇
・

五
度

以
内

正
負
一

度
以

内

三
　
制
動
及
び
随
伴
角
の
試
験
は
、
コ
ン
パ
ス
カ
ー
ド

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
制
動
が
良
好
で
あ

り
、
そ
の
随
伴
角
が
標
準
磁
場
に
お
い
て
五
分
間
に

一
回
転
さ
せ
た
場
合
一
度
以
内
で
あ
る
こ
と
。

四
　
温
度
試
験
は
、
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
に
つ
い
て
摂
氏

五
十
度
及
び
零
下
二
十
度
に
お
い
て
各
五
時
間
行
う

も
の
と
し
、
コ
ン
パ
ス
液
の
いヽ
つヽ
出
、
気
ほヽ
うヽ
の
発

生
又
は
混
濁
が
な
く
、
且
つ
、
コ
ン
パ
ス
バ
ウ
ル
の

内
面
の
塗
装
に
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

第
二
節
　
舶
用
六
分
儀

第
三
十
九
条
　
漁
船
の
舶
用
六
分
儀
（
以
下
「
六
分
儀
」

と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
及
び
構
造

に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
四
十
一
条
に

掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格
と
す

る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
四
十
条
　
六
分
儀
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
は
、
左
の

通
り
と
す
る
。

一
　
各
部
の
材
料
が
人
工
枯
し
た
も
の
又
は
荒
加
工
を

し
た
後
六
箇
月
以
上
枯
ら
し
た
も
の
で
あ
つ
て
永
年

使
用
し
て
も
ひヽ
ずヽ
みヽ
を
生
ぜ
ず
、
且
つ
、
無
磁
性
で

あ
る
こ
と
。

二
　
枠
の
直
径
が
百
五
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
七

十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
そ
の
弧
の
大
き
さ
が
五

分
の
一
円
周
で
あ
り
、
軽
量
に
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

三
　
目
盛
及
び
そ
の
読
取
部
分
の
構
造
が
左
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
六
分
儀
の
型
式
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
下
欄
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
こ
と
。

六
分
儀

の
型

式

目
盛

読
取
部
分

本

弧

（
度
）

余

弧

（
度
）

最

小
目
盛

最

小

読

取（
秒
）

目
盛板

緊
定方式

拡
大鏡

甲

型

（

バ
ー
ニ

ヤ式
）

一

二

五

以
上

五
以
上

一
〇
分

（

分
割
精

度
の

許
容

誤
差

正
負

〇
・

五
秒

以内
）

一
〇

銀
又はこれと同等若しくはそれ以上の効果を有するもの

自
動緊定

有

乙

型

（

マ
イ
ク

ロ
メ

ー
タ

式
）

一

二

五

以
上

五
以
上

一

度

（

歯
切
の

精
度

の
許

容
誤

差
正

負七
・

五
秒

以内
）

三
〇

無

四
　
光
学
部
分
が
よ
く
焼
鈍
し
た
光
学
ガ
ラ
ス
で
あ
つ

て
、
砂
目
、
きヽ
ずヽ
等
が
ほ
と
ん
ど
な
い
程
度
に
み
が

か
れ
て
あ
り
、
透
明
度
が
良
好
で
あ
つ
て
、
且
つ
、

有
害
な
脈
理
、
あ
わ
、
不
溶
解
物
等
が
な
い
こ
と
。

五
　
動
鏡
及
び
水
平
鏡
が
枠
面
に
垂
直
に
設
け
ら
れ
、

反
復
調
整
し
て
も
効
力
を
失
わ
な
い
調
整
装
置
を
備

え
、
且
つ
、
そ
の
平
行
度
及
び
平
面
度
が
左
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
こ
と
。

区
分

平

行

度

（
秒
）

平
面
度

備
考

動
鏡

〇
・
五
以

下

検
査
品
を
通

じ
て
コ
リ

メ
ー
タ
ー

の
像
を
三

〇
倍
の
望

遠
鏡
で
検

査
し
鮮
明

と
認
め
ら

れ
る
程
度

裏

面

に

銀

めヽ

つヽ
きヽ

を

施

す
。

水

平鏡

中

央

か

ら

一

側

は

裏

面

に

銀

めヽ
つヽ

きヽ

を

施

し

他

の

側

は

透

明

と

す

る
。

六
　
八
倍
か
ら
十
二
倍
ま
で
の
間
の
倍
率
を
有
す
る
長

望
遠
鏡
及
び
三
倍
以
上
の
倍
率
を
有
す
る
短
望
遠
鏡

各
一
箇
を
備
え
、
そ
の
保
持
器
が
、
望
遠
鏡
の
視
軸

線
が
六
分
儀
の
枠
面
に
併
行
と
な
る
よ
う
調
整
す
る

こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
垂
直
に
上
下
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

七
　
シ
エ
ー
ド
グ
ラ
ス
が
太
陽
観
測
を
行
う
た
め
に
適

当
な
濃
度
の
も
の
で
、
そ
の
濃
度
及
び
枚
数
、
平
行

度
並
び
に
平
面
度
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
シ
エ

ー
ド
グ
ラ
ス
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄

に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
こ
と
。

シ

エ
ードグラスの種類

濃
度
及
び

枚
数

平

行

度

（
秒
）

平
面
度

動

鏡
用

そ
れ
ぞ
れ

濃

度

の

異

な

る

も

の

四

枚

〇

・

五

以
下

検

査

品

を

通

じ

て

コ

リ

メ

ー

タ

ー

像

を

三

倍

の

望

遠

鏡

で

検
査
し
、

鮮

明

と

認

め

ら

れ

る

程

度

水

平
鏡用

動
鏡
用
シ

エ

ー

ド

グ

ラ

ス

四

枚

の

う

ち

最

も

色

の

濃

い

も

の

を

除

い

た

も

の

と

同

程

度

の

も

の

三

枚

ア

イ
ピ

動
鏡
用
シ

エ

ー

ド
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ース

グ

ラ

ス

四

枚

の

う

ち

最

も

色

の

淡

い

も

の

と

最

も

色

の

濃

い

も

の

と

同

程

度

の

も

の

二

枚

（
性
能
）

第
四
十
一
条
　
六
分
儀
の
性
能
は
、
中
心
差
試
験
、
振
動

試
験
及
び
温
度
試
験
並
び
に
望
遠
鏡
の
性
能
に
よ
り
判

定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す

る
。

一
　
中
心
差
試
験
は
、
十
五
度
お
き
に
測
角
し
て
行
う

も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
お
け
る
中
心
差
（
零

度
目
盛
に
お
け
る
器
差
を
零
と
し
た
と
き
の
各
点
の

総
合
誤
差
）
が
三
十
秒
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
振
動
試
験
は
、
六
分
儀
を
格
納
箱
に
納
め
、
振
幅

〇
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
振
動
数
毎
分
二
百
回
の
振

動
を
五
分
間
以
上
与
え
て
行
う
も
の
と
し
、
異
状
を

生
じ
な
い
こ
と
。

三
　
温
度
試
験
は
、
六
分
儀
を
摂
氏
四
十
度
及
び
零
下

二
十
度
に
お
い
て
各
三
十
分
間
維
持
し
て
行
う
も
の

と
し
、
異
状
を
生
じ
な
い
こ
と
。

四
　
望
遠
鏡
が
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
性
能
の
も
の
で

あ
り
、
視
界
の
大
部
分
に
お
い
て
実
用
に
差
支
え
の

あ
る
色
収
差
、
球
面
収
差
、
コ
マ
、
非
点
収
差
、
ジ

ス
ト
ー
シ
ヨ
ン
、
像
面
の
わヽ
んヽ
曲
等
が
な
い
こ
と
。

望
遠鏡の種類

対
物
レ

ン
ズ

の
有

効
直

径

（
ミ
リ

メ
ー

トル
）

ヒ

ト
ミ
径

（
ミ
リ

メ
ー

トル
）

実

視

界

（
度
）

視

界

の

三

分

の

二

に

お

け

る

分

解

能（
秒
）

十
字線

長
望遠鏡

約
二
〇

　

三―

六

一

二

以

下

井
げヽヽたの中

央の間隔は太陽の平均視直径の約二倍とする。

短
望遠鏡

三
〇―四

〇

八
・
五

以
上

五
以
上

二

〇

以

下

　

第
三
節
　
ア
ネ
ロ
イ
ド
気
圧
計

第
四
十
二
条
　
漁
船
の
ア
ネ
ロ
イ
ド
気
圧
計
（
以
下
「
気

圧
計
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
及

び
構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
四
十

四
条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合

格
と
す
る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
四
十
三
条
　
気
圧
計
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
は
、
左

の
通
り
と
す
る
。

一
　
各
部
の
材
料
が
な
る
べ
く
無
磁
性
で
、
且
つ
、
さヽ

びヽ
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
チ
ヤ
ン
バ
ー
、
ひヽ
げヽ

ぜヽ
んヽ
まヽ
いヽ
及
び
鎖
が
洋
白
又
は
こ
れ
と
同
等
若
し
く

は
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
壁
取
付
型
で
あ
つ
て
、
そ
の
文
字
板
の
可
視
直
径

が
大
型
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
か
ら
百
七
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
小
型
の
も
の

に
あ
つ
て
は
、
百
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
三
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
で
あ
る
こ
と
。

三
　
温
度
誤
差
を
な
く
す
た
め
の
自
動
調
整
装
置
を
有

し
、
且
つ
、
指
針
が
動
揺
及
び
振
動
に
対
し
安
全
で

あ
る
こ
と
。

四
　
文
字
板
が
中
央
上
方
を
千
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と

し
、
両
端
に
若
干
の
捨
目
盛
を
施
し
た
も
の
で
あ
つ

て
、
目
盛
及
び
指
針
が
左
の
表
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

文
字
板
の
目
盛

指
針

目
安
針

目

盛

（
ヘ
ク

ト

パ

ス

カ

ル
）

最

小

目

盛（
ヘ
ク

ト

パ

ス

カ

ル
）

九

二

〇

―

一
、

〇

四

〇

一

黒
色
塗
の

見

易

い

形

の

も

の
と
し
、

読

取

部

分

の

幅

が

〇

・

五

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

以

下

で

あ

る

こ
と
。

赤
色
又

は

金

色

に

塗

り

、

外

部

か

ら

任

意

の

目

盛

に

合

す

こ

と

が

で

き

る

こ

と
。

（
性
能
）

第
四
十
四
条
　
気
圧
計
の
性
能
は
、
器
差
、
最
大
較
差
及

び
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
に
つ
い
て
の
循
環
変
圧
試
験
及
び
気

圧
誤
差
に
つ
い
て
の
温
度
試
験
に
よ
り
判
定
す
る
も
の

と
し
、
そ
の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
循
環
変
圧
試
験
は
、
ひヽ
げヽ
ぜヽ
んヽ
まヽ
いヽ
及
び
チ
ヤ
ン

バ
ー
の
平
衡
組
立
後
六
十
日
以
上
経
過
し
た
と
き
及

び
次
号
の
温
度
試
験
か
ら
約
二
十
四
時
間
経
過
し
た

後
に
気
圧
計
の
指
度
を
常
温
で
基
準
水
銀
気
圧
計
の

指
度
に
合
せ
、
目
盛
の
全
範
囲
に
対
し
気
圧
差
二
十

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
の
間
隔
で
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
間
留

め
置
い
て
行
う
も
の
と
し
、
器
差
、
最
大
較
差
及
び

ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
正
負
一
・
〇
ヘ
ク
ト
パ

ス
カ
ル
、
正
負
一
・
五
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
及
び
一
・

〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

二
　
温
度
試
験
は
、
ひヽ
げヽ
ぜヽ
んヽ
まヽ
いヽ
及
び
チ
ヤ
ン
バ
ー

の
平
衡
組
立
後
六
十
日
以
上
経
過
し
た
と
き
に
お
い

て
行
う
循
環
変
圧
試
験
後
に
摂
氏
三
十
度
及
び
零
度

に
各
一
時
間
以
上
維
持
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
温
度
に
お
い
て
測
定
し
た
気
圧
差
が
正
負

一
・
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

第
四
節
　
船
内
時
計

第
四
十
五
条
　
漁
船
の
ぜ
ん
ま
い
時
計
（
以
下
「
船
内
時

計
」
と
い
う
。
）
は
、
検
査
の
結
果
、
そ
の
材
料
及
び

構
造
に
つ
い
て
は
次
条
、
性
能
に
つ
い
て
は
第
四
十
七

条
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格

と
す
る
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
四
十
六
条
　
船
内
時
計
の
材
料
及
び
構
造
の
基
準
は
、

左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
てヽ
んヽ
ぷヽ
、
ぜヽ
んヽ
まヽ
いヽ
、
ひヽ
げヽ
ぜヽ
んヽ
まヽ
いヽ
及
び
軸
以

外
の
部
分
の
材
料
が
無
磁
性
で
、
且
つ
、
さヽ
びヽ
を
生

じ
な
い
も
の
又
は
さヽ
びヽ
止
処
理
を
行
つ
て
あ
る
こ

と
。

二
　
一
週
間
以
上
巻
の
かヽ
ぎヽ
巻
式
で
あ
つ
て
動
揺
及
び

振
動
に
耐
え
、
歩
度
変
化
を
生
ぜ
ず
、
時
計
側
が
金

属
製
又
は
木
製
で
防
湿
及
び
防
じヽ
んヽ
構
造
で
あ
る
こ

と
。

三
　
時
針
、
分
針
及
び
秒
針
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ

て
、
時
針
及
び
分
針
の
調
整
が
容
易
で
あ
り
、
且

つ
、
調
整
に
よ
つ
て
歩
度
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
な

い
こ
と
。

四
　
てヽ
んヽ
ぷヽ
が
温
度
の
変
動
に
応
じ
て
自
動
的
に
歩
度

を
調
整
す
る
装
置
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
性
能
）

第
四
十
七
条
　
船
内
時
計
の
性
能
は
、
日
差
試
験
、
傾
斜

試
験
及
び
温
度
試
験
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。
但
し
、
温
度
試
験
は

申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
の
み
行
う
。

一
　
日
差
試
験
は
、
常
温
（
摂
氏
二
十
度
か
ら
七
度
ま

で
の
温
度
を
い
う
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
連
続
七
日
間
行
う
も
の
と
し
、
日
差
が
十

秒
以
内
、
七
日
間
の
積
差
が
五
十
秒
以
内
で
あ
る
こ

と
。

二
　
傾
斜
試
験
は
、
常
温
に
お
い
て
左
に
三
十
度
傾
け

て
連
続
三
日
間
及
び
右
に
三
十
度
傾
け
て
連
続
三
日

間
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
差
と
傾
斜
を
零

と
し
た
と
き
の
日
差
と
の
差
が
正
負
二
秒
以
内
で
あ

る
こ
と
。

三
　
温
度
試
験
は
、
摂
氏
四
十
度
及
び
零
下
五
度
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
連
続
三
日
間
行
う
も
の
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
差
と
常
温
に
お
け
る
日
差
と
の
差
が
正
負

五
秒
以
内
で
あ
る
こ
と
。

第
七
章
　
総
合
検
査

第
四
十
八
条
　
漁
船
は
、
総
合
検
査
の
結
果
、
左
の
各

号
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
、
次
条
及
び
第
五
十
条

に
掲
げ
る
す
べ
て
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
合
格
と

す
る
。

一
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

に
掲
げ
る
も
の
の
大
き
さ
、
重
量
及
び
性
能
が
当
該

漁
船
の
従
事
す
る
漁
業
種
類
又
は
用
途
に
対
し
適
当
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な
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
相
互
間
及
び
船
体
と

良
好
な
釣
合
を
有
す
る
こ
と
。

二
　
魚
群
探
知
機
、
冷
凍
機
、
電
動
機
そ
の
他
の
設
備

で
あ
つ
て
機
関
室
と
連
絡
し
て
操
作
さ
れ
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
連
絡
に
つ
い
て
必
要
な
処
置
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

（
装
備
の
基
準
）

第
四
十
九
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も

の
の
装
備
の
基
準
は
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
に
規

定
す
る
も
の
の
外
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
推
進
器
及
び
かヽ
じヽ
が
船
体
に
対
し
推
進
、
旋
回
等

の
運
動
性
能
に
つ
い
て
良
好
な
関
係
を
有
す
る
こ

と
。

二
　
推
進
器
及
び
軸
系
が
推
進
機
関
に
対
し
適
当
な
も

の
で
あ
り
、
推
進
機
関
、
補
機
関
そ
の
他
の
動
力
機

械
と
と
も
に
船
体
に
有
害
な
振
動
を
与
え
な
い
よ
う

に
装
備
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
、
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
運
動
部
分
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
防
護

装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
推
進
機
関
、
補
機
関
そ
の
他
機
関
室
内
に
装
備
さ

れ
る
機
器
が
船
体
中
心
線
に
並
行
に
据
え
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
、
機
器

及
び
動
力
伝
導
装
置
が
漁
ろヽ
うヽ
能
率
及
び
漁
獲
物
の

保
蔵
能
力
を
阻
害
せ
ず
、
且
つ
、
そ
の
操
作
（
こ
れ

ら
の
関
係
的
操
作
を
含
む
。
）
、
点
検
及
び
応
急
修
繕

を
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
前
号
の
機
関
の
排
気
管
が
適
当
な
防
熱
装
置
が
施

さ
れ
て
あ
り
、
且
つ
、
排
気
が
抵
抗
少
く
行
わ
れ
る

よ
う
わヽ
んヽ
曲
を
少
く
し
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

五
　
燃
料
の
加
熱
装
置
に
は
、
コ
ツ
ク
等
に
よ
る
加
熱

温
度
の
調
節
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
機
関
室
内
の
す
べ
て
の
油
管
及
び
水
管
並
び
に
うヽ

ずヽ
巻
ポ
ン
プ
の
諸
管
が
亜
鉛
めヽ
つヽ
きヽ
又
は
適
当
な

防
しヽ
よヽ
くヽ
処
理
が
施
さ
れ
て
あ
り
、
諸
操
作
を
阻
害

せ
ず
、
急
激
な
屈
曲
を
避
け
、
点
検
及
び
修
繕
が
容

易
で
あ
り
、
且
つ
、
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い

よ
う
に
配
管
さ
れ
て
あ
り
、
そ
れ
ら
に
附
属
す
る
バ

ル
ブ
及
び
コ
ツ
ク
類
が
容
易
に
操
作
で
き
る
場
所
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
うヽ
ずヽ
巻
ポ
ン
プ
の
諸
管
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
主
吐

出
管
の
直
径
が
ポ
ン
プ
の
吐
出
口
と
同
一
な
も
の
で

あ
り
、
吸
水
管
路
に
お
い
て
吸
込
口
か
ら
一
メ
ー
ト

ル
以
内
の
位
置
、
吐
出
管
路
に
お
い
て
適
当
な
位
置

に
そ
れ
ぞ
れ
塞
止
バ
ル
ブ
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、
且

つ
、
吸
水
管
端
に
は
ごヽ
みヽ
除
け
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

八
　
発
電
機
、
電
動
機
、
変
圧
器
及
び
配
電
盤
が
機
械

的
損
害
及
び
じヽ
んヽ
あヽ
いヽ
、
水
滴
、
油
滴
等
に
よ
る
損

害
を
受
け
る
こ
と
が
少
く
乾
燥
し
た
場
所
に
据
え
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
や
む
を
得
ず
こ

れ
ら
に
よ
る
損
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
場
所
に
据

え
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
適
当
な
保

護
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

九
　
電
線
は
、
鉛
被
電
線
、
鉛
被
がヽ
いヽ
装
電
線
、
六
百

ボ
ル
ト
ゴ
ム
絶
縁
電
線
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

も
の
で
あ
り
、
甲
板
上
又
は
機
械
的
損
傷
を
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
敷
設
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
金
属
おヽ
おヽ
いヽ
を
設
け
又
は
鋼
管
内
に
納
め
、

魚
そヽ
うヽ
等
湿
潤
な
場
所
に
敷
設
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
鉛
被
電
線
又
は
鉛
被
がヽ
いヽ
装
電
線
と
し
、
防

熱
装
置
を
貫
通
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
両
端
に
水

防
金
具
を
も
つ
鋼
管
に
納
め
当
該
装
置
に
対
し
直
角

に
敷
設
さ
れ
て
あ
り
、
電
線
の
接
続
が
接
続
箱
そ
の

他
適
当
な
器
具
内
に
設
け
ら
れ
た
接
続
用
端
子
に
よ

る
こ
と
。

十
　
磁
気
コ
ン
パ
ス
が
船
体
中
心
線
上
に
お
い
て
出
漁

状
態
に
お
け
る
きヽ
つヽ
水
線
に
垂
直
に
据
え
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

（
装
備
後
の
性
能
の
基
準
）

第
五
十
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号

（
魚
群
探
知
機
を
除
く
。
）
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

が
船
体
に
装
備
さ
れ
た
と
き
の
性
能
の
基
準
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
推
進
機
関
に
あ
つ
て
は
、
第
九
条
第
一
号
、
第
四

号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準

（
第
九
条
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
過

負
荷
試
験
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
と
お
り
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
燃
料
油
消
費
率
の
計
測
は
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
行
う
も
の
と
し
、
負
荷

試
験
に
お
い
て
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
温

度
上
昇
試
験
を
省
略
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
ま

た
、
負
荷
試
験
に
お
け
る
負
荷
及
び
運
転
時
間
、
温

度
上
昇
試
験
に
お
け
る
温
度
計
測
時
並
び
に
逆
転
試

験
に
お
け
る
運
転
時
間
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四

号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
次

の
と
お
り
と
す
る
。

イ
　
負
荷
試
験
に
お
け
る
負
荷
は
、
回
転
数
及
び
燃

料
油
ハ
ン
ド
ル
の
位
置
を
加
減
し
て
定
め
る
も
の

と
し
、
分
力
試
験
の
運
転
時
間
は
、
適
宜
で
あ

り
、
全
負
荷
試
験
の
運
転
時
間
は
連
続
一
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
温
度
上
昇
試
験
の
温
度
計
測
時
は
、
全
負
荷
連

続
一
時
間
以
上
の
運
転
の
直
後
行
う
こ
と
。

ハ
　
逆
転
試
験
に
お
け
る
運
転
時
間
は
、
適
宜
で
あ

る
こ
と
。

二
　
補
機
関
に
あ
つ
て
は
、
第
十
条
の
負
荷
試
験
、
温

度
上
昇
試
験
及
び
調
速
機
試
験
に
掲
げ
る
基
準
の
と

お
り
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
燃
料
油
消
費
率
の
計

測
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
行
う
も
の
と

し
、
負
荷
試
験
に
お
け
る
負
荷
及
び
運
転
時
間
は
、

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
適
宜
で
あ
る
こ
と
。

三
　
空
気
圧
縮
機
に
あ
つ
て
は
、
第
十
一
条
第
二
項
に

掲
げ
る
基
準
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

四
　
渦
巻
ポ
ン
プ
に
あ
つ
て
は
、
第
十
八
条
第
一
号
に

掲
げ
る
最
高
揚
水
量
及
び
揚
程
で
連
続
一
時
間
以
上

の
試
験
を
行
う
も
の
と
し
、
性
能
が
そ
の
目
的
に
対

し
適
当
で
あ
る
こ
と
。

五
　
直
流
発
電
機
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
八
条
第
一
号

か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
基
準
の
と

お
り
で
あ
る
こ
と
。

六
　
直
流
電
動
機
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
一
条
各
号

（
耐
電
圧
試
験
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
の
と
お
り

で
あ
る
こ
と
。

七
　
交
流
発
電
機
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
一
条
の
四
第

一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
基
準

の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

八
　
交
流
電
動
機
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
一
条
の
七
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
の
と
お
り
で

あ
る
こ
と
。

九
　
変
圧
器
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一

号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
基
準

の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

十
　
配
電
盤
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
四
条
第
一
号
、
第

二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
基
準
の
と
お
り
で
あ
る

こ
と
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
六
日
農
林
省

令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
七
月
三
一
日
農
林
省
令

第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
五
月
一
〇
日
農
林
省
令

第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
六
月
三
〇
日
農
林
省
令

第
三
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
提
出
が
あ
つ
た
申
請
書
に
係
る
漁
船
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
四
月
一
日
農
林
省
令
第

一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
漁
船
の
船
体
、
魚

群
探
知
機
又
は
魚
そ
う
の
防
熱
設
備
に
係
る
検
査
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
申
請
者

が
改
正
後
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
実
施
を
希
望
し
て
そ

の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
一
二
月
二
七
日
農
林
省

令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
七
月
二
一
日
農
林
省
令

第
三
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
漁
船
の
機
関
の
検

査
に
係
る
燃
料
油
消
費
率
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
四
月
一
日
農
林
省
令
第

一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
〇
月
三
〇
日
農
林
省

令
第
六
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
そ
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
漁
船
の
船

体
及
び
魚
群
探
知
機
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
改
正
後
の
規
定
に

よ
る
検
査
の
実
施
を
希
望
し
て
そ
の
旨
を
申
し
出
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
三
日
農
林
水

産
省
令
第
五
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
そ
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
漁
船
の
魚
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群
探
知
機
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
改
正
後
の
規
定
に
よ
る
検
査

の
実
施
を
希
望
し
て
そ
の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
二
月
一
五
日
農
林
水
産

省
令
第
八
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
そ
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
漁
船
の
魚

群
探
知
機
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
改
正
後
の
規
定
に
よ
る
検
査

の
実
施
を
希
望
し
て
そ
の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
二
九
日
農
林
水
産

省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日
農
林
水

産
省
令
第
一
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
二
日
農
林
水
産

省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
七
日
農
林
水
産
省

令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
八
日
農
林
水
産
省
令

第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日

（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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